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道三まつりで
緑の募金街頭募金を行いました

ご自由に お持ちください。

岐阜県の森林・林業

●緑の募金については、P.２のイベントカレンダーをご覧下さい。

緑の募金ありがとう

街頭募金行進中

緑の羽根をどうぞ

街頭募金（苗木の配布（サツキ））

緑の募金
街頭募金

平成３１年４月６日（土）
岐阜市若宮町通り
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岐阜県の森林・林業国
有
林
の
現
場
か
ら 

（31）

森林・林業関係イベントカレンダー（5～6月）
開催日 行事名等 内　容　等

（概要、定員、受講料、申込期限など）
開催場所

問い合わせ先

一般向け

「緑の募金で進めようＳＤＧｓ」をスローガンに家庭
募金、企業募金、職場募金などを行っています。
　また、ご家庭で眠っている「お宝」を「お宝エイド」
へ送っていただくと緑の募金として寄附され、森林づ
くりの支援が出来ます。ゆうパックの着払いで、品名に
［岐阜県緑推宛「お宝エイド」］と記載して送ってくだ
さい。（受付品目は、当委員会ＨＰをご覧ください。）

白山白川郷ホワイトロードが全線開通します。
●開通日：６月上旬予定（除雪の状況により開通日を

決定しますので、詳しい日時はホームページでご確
認ください。）

●供用期間：６月上旬～１１月１０日（予定）
●供用時間：午前７時～午後６時（６月～８月）
　　　　　  午前８時～午後５時（９月～１１月）
●通行料金：軽自動車 1,400円
　　　　　  普通自動車 1,600円
　　　　　  マイクロバス 4,900円
　　　　　  大型バス 10,800円

●概要：毎回異なる野生動物に焦点を当て、基本的な
生態から先進的な研究、鳥獣害対策事例などにつ
いて講義形式で開催する。

●参加費：無料
●対象：一般市民　行政職員　関係者等
●事前申込期限：開催日の2日前（当日参加も可能で

すが、資料をお渡しできないことがあります）

緑の募金（春期）

白山白川郷
ホワイトロードの
全線開通

連続講座
「野生動物を知る」

3月1日㈮～
5月31日㈮

6月上旬

６月より概ね
毎月1回開催

（年8回）
（詳細日程は後日、
 本紙面、センターHP、
 センターFacebookにて
 告知予定）

お宝エイドの送り先
〒156-0041
東京都世田谷区大原 2-23-17-1F
お買取り屋さん東京本店内
お宝エイド受付センター・東京

公益社団法人岐阜県緑化推進委員会
TEL 058-273-7577

白山白川郷ホワイトロード
岐阜県大野郡白川村鳩谷～
石川県白山市尾添

閉鎖期間中：
　公益社団法人岐阜県森林公社
　高山出張所
　担当：知手
　高山市上岡本町 7-468
　TEL ０５７７-３３-１１１１（代表）
開通期間中：
　白山林道岐阜管理事務所
　大野郡白川村馬狩字幅上２４６-４
　TEL ０５７６９-６-１６６４

岐阜大学構内講義室を予定
（岐阜市柳戸 1-1）

岐阜大学応用生物科学部
附属野生動物管理学研究センター
寄附研究部門「鳥獣管理の教育と普及」
TEL&FAX 058-293-3416
メールアドレス : rcwm@gifu-u.ac.jp
URL  https://www1.gifu-u.ac.jp/̃rcwm/
Facebook  http://www.facebook.com/gurcwm/
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緑の募金ありがとう

街頭募金行進中

緑の羽根をどうぞ

街頭募金（苗木の配布（サツキ））

緑の募金
街頭募金

平成３１年４月６日（土）
岐阜市若宮町通り

表紙●道三まつりで緑の募金街頭募金を行いました
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【林政課　稲葉 友哉】　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５８ｰ２７２ｰ1111 内線（3027） １００年の森づくり推進室 森林企画係まで

【林政課　川畑 佳代子】　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５８ｰ２７２ １ー１１１ 内線（3023） １００年の森づくり推進室 森林企画係まで

100年の森林づくり計画（森林配置計画）の
策定状況について

　現在、第３期岐阜県森林づくり基本計画において、「生きた森林づくり」と「恵みの森林づくり」に加え、望ましい森林配置への誘導
や人工林の齢級構成の平準化を目指す「１００年先の森林づくり」に取り組んでいます。
　１００年先の森林づくりの基盤となる「１００年の森林づくり計画（森林配置計画）」の策定にあたっては、市町村ごとに関係者の意
見を十分踏まえたうえで策定することとしており、平成３０年度は３月末までに、延べ６４回の地域検討会が開催されました。その結
果、平成２９年度分と合わせて約６３．３万ha（地域森林計画対象民有林の約９３％）の森林について、「木材生産林」または「環境保
全林」に区分されることに対する合意形成が図られました。
　「１００年の森林づくり計画」は令和３年度末までに策定することとしています。また、必要に応じて変更できることにもなっていま
す。より望ましい計画となるよう、各市町村の地域検討会で議論を進めていきます。

図１　森林区分の合意形成の状況 写真１　地域検討会の様子（東白川村）

木材生産林
27.1%

環境保全林
65.7%

検討中
7.2%

～ 森林環境税 及び 森林環境譲与税 創設 ～
「森林環境税及び森林環境譲与税に関する法律」が成立

　「森林環境税及び森林環境譲与税に関する法律」が平成31年３月27日に成立し、４月１日に施行されました。
　この法律は、森林の有する公益的機能の維持増進の重要性に鑑み、市町村及び都道府県が実施する森林の整備及びその促
進に関する施策の財源に充てるため、森林環境税について必要な事項を定めるとともに、その収入額に相当する額を森林環境
譲与税として市町村及び都道府県に対して譲与するために必要な事項を定めるものです。
　県では令和元年度から譲与される森林環境譲与税を活用し、森林整備等を進める市町村の体制支援、森林整備の事業化支
援、森林技術者の確保・育成、森林環境教育の推進など、市町村の円滑な事業実施に向けた支援に取り組んでいきます。

パリ協定の枠組みの下におけるわが国の
温室効果ガス排出削減目標の達成や災
害防止等を図るため、森林整備等に必要
な地方財源を安定的に確保

納税義務者等：国内に住所を有する個人に対して課する国税
税　　　　率：1,000 円（年額）   
賦 課 徴 収：市町村（個人住民税と併せて実施）
国への払込み：都道府県を経由して税収の全額を交付税及び譲与税特別会計に直接払込み

譲 与 総 額：森林環境税の収入額（全額）に相当する額（注１）
譲 与 団 体：市町村 及び 都道府県 
使 　 　 途：（市町村）間伐や人材育成・担い手の確保、木材利用の促進や普及啓発等の森林整備及びその促進に関する費用 
　　　　　　（都道府県）森林整備を実施する市町村の支援等に関する費用
譲 与 基 準：（市町村）総額の９割に相当する額を私有林人工林面積（5/10）、林業就業者数（2/10）、人口（3/10）で按分
　　　　　　※市町村の私有林人工林面積は、林野率により補正 
　　　　　　（都道府県）総額の１割（注２）に相当する額を市町村と同様の基準で按分
使途の公表：ホームページ等により公表 

（注１）令和5年度までの間は、暫定的に「交付税及び譲与税配付金特別会計」における借入れにより対応。借入金は、後年度の森林環境税の税収の一部をもって確実に償還。 
（注２）制度創設当初は、都道府県への譲与割合を２割とし、段階的に１割に移行。

【創設の趣旨】

◆森林環境譲与税［令和元年度から譲与］（平成31年４月１日施行）

◆森林環境税［令和6年度から課税］（令和6年１月1日施行）

岐阜県の民有林
68.3万ha

（未立木地等を含む）
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こ
の
度
の
人
事
異
動
で
林
政
部
長
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
。
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。

　

さ
て
、
本
年
４
月
に
森
林
経
営
管
理
法
が

施
行
さ
れ
、
森
林
所
有
者
に
よ
っ
て
適
切
な

経
営
や
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
森
林
を
、

市
町
村
が
主
体
と
な
っ
て
経
営
管
理
を
行
う

新
た
な
シ
ス
テ
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

併
せ
て
こ
の
財
源
と
し
て
新
た
に
森
林
環
境

譲
与
税
の
譲
与
も
本
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
森
林
整
備
を
更
に

加
速
さ
せ
る
こ
と
で
、
森
林
の
多
面
的
機
能

の
発
揮
と
林
業
の
成
長
産
業
化
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
運
用

に
あ
た
り
、
市
町
村
職
員
の
事
務
負
担
が
大

き
く
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に

対
し
て
県
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、

市
町
村
職
員
の
研
修
や
精
度
の
高
い
森
林
情

報
の
提
供
等
に
よ
り
市
町
村
の
支
援
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

森
林
整
備
を
担
う
技
術
者
の
育
成
・
確
保

も
重
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
県
は
、
人
材
の

確
保
・
育
成
・
定
着
を
総
合
的
に
進
め
る「
森

の
ジ
ョ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ぎ
ふ
」に
お
い
て
、

求
職
者
と
企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
新
規
参
入

者
の
支
援
等
を
行
う
と
と
も
に
、
新
た
に
就

職
相
談
キ
ャ
ラ
バ
ン
や
第
一
線
で
活
躍
す
る

先
輩
技
術
者
を
招
い
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す

る
な
ど
、
さ
ら
に
取
組
み
を
強
化
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

一
方
、
昨
年
は
、
近
年
稀
に
見
る
大
規
模

な
災
害
が
多
発
し
ま
し
た
。
特
に
７
月
豪
雨

災
害
で
は
、
県
内
各
地
で
土
砂
流
出
や
河
川

の
氾
濫
が
発
生
し
、
県
民
の
皆
様
の
生
活
に

深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

林
政
部
関
連
で
も
、
各
地
で
山
地
災
害
や

林
道
災
害
が
多
発
し
た
こ
と
か
ら
、
被
害
箇

所
の
早
期
復
旧
を
図
る
と
と
も
に
、
県
民
の

皆
様
の
生
命
・
財
産
を
守
る
防
災
対
策
を
推

進
す
る
た
め
、
災
害
応
援
協
定
に
基
づ
く
災

害
時
の
緊
急
対
応
体
制
の
構
築
や
流
木
災
害

防
止
の
た
め
の
影
響
調
査
と
事
業
計
画
へ
の

反
映
等
を
新
た
に
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
県
の
豊
か
な
森
林
を
守
っ
て

い
く
た
め
に
は
、
県
民
の
皆
様
の
森
林
・
林

業
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と

が
重
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
県
で
は
、

日
本
初
の
森
林
教
育
に
関
す
る
総
合
教
育

施
設
で
あ
る「
森
林
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー（
仮

称
）」と
と
も
に
、「
ぎ
ふ
木
育
」の
拠
点
施
設
と

な
る「
木
の
ふ
れ
あ
い
館（
仮
称
）」を
整
備
し

ま
す
。
両
施
設
と
も
来
年
春
の
オ
ー
プ
ン
を

目
指
し
て
、
建
設
を
始
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
い
よ
い
よ
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
来
年
開
催
さ
れ
、「
選
手

村
ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ
」な
ど
で
県
産
木
材
が
活

用
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
契
機
と
し
て
、
県
産
木
材
の
知
名
度
の
向

上
及
び
国
内
外
へ
の
需
要
拡
大
を
進
め
、
林

業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
様
々
な
施

策
を
通
じ
て
、岐
阜
県
の
森
林
・
環
境
の
保
全
、

整
備
を
よ
り
一
層
進
め
て
ま
い
る
所
存
で
す

の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

重
点
施
策
：
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
と

　
　
　
　
　
森
林
環
境
譲
与
税
へ
の
対
応

１　
市
町
村
が
主
体
と
な
っ
た
森
林
管
理
等
へ
の
支
援

　

多
く
の
市
町
村
で
は
、
林
業
の
専
門
職
員
が
少
な
い
た
め
、

職
員
研
修
の
実
施
や
、
岐
阜
県
地
域
森
林
監
理
士
等
を
養
成

す
る
と
と
も
に
、
県
か
ら
提
供
す
る
森
林
情
報
の
精
度
向
上

や
、
低
コ
ス
ト
造
林
へ
の
期
待
が
高
い
早
生
樹
の
調
査
等
を

進
め
ま
す
。

　

⑴
市
町
村
林
務
担
当
職
員
研
修
、
岐
阜
県
地
域
森
林
監
理

士
等
の
養
成　
　
　
　
　
　
　
　

  （
9
，2
8
5
千
円
）

・
市
町
村
林
務
担
当
職
員
に
対
し
、
森
林
・
林
業
行
政

に
関
す
る
幅
広
い
知
識
を
身
に
付
け
る
た
め
の
研
修
を

実
施
す
る
ほ
か
、
市
町
村
行
政
等
を
支
援
す
る
地
域
森

林
監
理
士
、
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
養
成

新
⑵
森
林
情
報
の
精
度
向
上　
　
　

 （
４
９
，4
8
9
千
円
）

・
市
町
村
に
よ
る
森
林
整
備
を
効
率
的
に
進
め
る
た
め
、

地
番
情
報
や
所
有
者
情
報
、
地
籍
調
査
結
果
を
森
林
簿

等
に
反
映

新
⑶
成
長
の
早
い
樹
種
の
調
査
・
検
証

（
4
，0
0
0
千
円
）

・
市
町
村
等
に
よ
る
多
種
多
様
な
森
林
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
早
期
の
成
長
・
収
穫
が
期
待
で
き
る
早
生
樹

の
導
入
に
向
け
た
調
査
・
実
証
試
験
を
実
施

２　
取
組
み
を
支
え
る
担
い
手
の
確
保
・
育
成
・
定
着

　

林
業
の
担
い
手
不
足
は
深
刻
な
状
況
が
続
い
て
お
り
、
ま

た
、
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
の
開
始
に
伴
い
、
担
い
手

の
需
要
は
さ
ら
に
増
大
す
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
林

業
の
担
い
手
の
確
保
・
育
成
・
定
着
に
向
け
た
取
組
み
等
を

推
進
し
ま
す
。

　

⑴「
森
の
ジ
ョ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ぎ
ふ
」に
よ
る
林
業
の

担
い
手
の
確
保
・
育
成
・
定
着 （
３
５
，0
0
0
千
円
）

・
農
林
高
校
生
等
に
対
す
る
就
職
相
談
キ
ャ
ラ
バ
ン
や
、

森
林
技
術
者
を
ゲ
ス
ト
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
ま

た
、
就
職
希
望
者
の
仕
事
へ
の
適
性
を
試
す
ト
ラ
イ
ア

ル
雇
用
や
、
新
規
就
業
者
の
定
着
に
向
け
た
女
性
や
若

者
が
働
き
や
す
い
就
労
環
境
の
整
備
等
を
支
援

新
⑵
林
業
事
業
体
の
経
営
強
化
の
た
め
の
研
修
会
等
の
開

催　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
，7
0
0
千
円
）

・
経
営
改
善
に
向
け
た
調
査
と
、
経
営
者
等
を
対
象
に

し
た
組
織
管
理
能
力
向
上
の
た
め
の
研
修
会
等
を
実
施

　

県
林
政
部
の
一
般
会
計
に
お
け
る
平
成
31
年
度
当
初
予
算
額
は
２
２
０
億
９
，６
２
０
万
２
千
円
、
前
年
度
に
比
べ

て
15
億
６
１
１
万
７
千
円
増
、
前
年
度
比
１
０
７
．３
％
と
な
り
ま
し
た
。
国
補
正
予
算
に
よ
る
事
業
を
含
め
ま
す
と
、

２
３
７
億
３
４
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
４
月
に
森
林
経
営
管
理
法
が
施
行
さ
れ
、
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
が
始
ま
り
ま
す
。
森
林
環
境
譲
与
税
の
譲

与
も
本
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
る
た
め
、
県
で
は
、
森
林
整
備
及
び
そ
の
促
進
に
係
る
施
策
を
行
う
市
町
村
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
31
年
度
は
、「
市
町
村
が
主
体
と
な
っ
た
森
林
管
理
等
へ
の
支
援
」及
び「
取
組
み
を
支
え
る
担
い
手
の

確
保
・
育
成
・
定
着
」に
つ
い
て
、
新
た
に
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害（
山
地
災
害
・
林
道
災
害
）等
か
ら
の
早
期
復
旧
、
及
び
、
県
民
の
生
命
・
財
産
を
守

る
防
災
対
策
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
第
３
期
岐
阜
県
森
林
づ
く
り
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
本
県
の
森
林
を
将
来
の
望
ま
し
い
姿
へ
と
誘
導
す
る

「
１
０
０
年
先
の
森
林
づ
く
り
」を
進
め
る
た
め
の
森
林
整
備
に
対
し
支
援
す
る
ほ
か
、
林
業
経
営
を
重
視
し
た「
生
き
た

森
林
づ
く
り
」を
進
め
る
た
め
の
国
内
外
へ
の
県
産
材
需
要
拡
大
、
効
率
的
な
木
材
生
産
体
制
の
強
化
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
環
境
保
全
を
重
視
し
た「
恵
み
の
森
林
づ
く
り
」を
進
め
る
た
め
の
森
林
・
林
業
に
対
す
る
県
民
理
解
の
醸
成
に
向

け
た「
ぎ
ふ
木
育
」の
推
進
、「
清
流
の
国
ぎ
ふ
森
林
・
環
境
税
」を
活
用
し
た
自
然
環
境
の
保
全
・
再
生
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
主
な
新
規
・
拡
充
事
業
等
を
紹
介
し
ま
す
。

岐
阜
県
林
政
部
予
算
の
あ
ら
ま
し

平
成
31
年
度

就
任
の
ご
挨
拶

岐
阜
県
林
政
部
長　

荻
巣　

雅
俊
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重
点
施
策
：
災
害
の
早
期
復
旧
と

　
　
　
　

  

山
地
防
災
力
の
強
化

３　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害（
山
地
災
害
・
林
道
災

害
）等
か
ら
の
早
期
復
旧

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
は
、
山
地
災
害
78
箇
所
、
林
道
災

害
３
２
０
路
線
と
い
う
大
き
な
被
害
が
県
内
各
地
で
発
生
し

ま
し
た
。
県
民
の
生
命
・
財
産
の
保
全
と
、
林
業
の
振
興
を

図
る
た
め
、
豪
雨
や
台
風
に
よ
る
山
地
災
害
・
林
道
災
害
か

ら
の
早
期
復
旧
対
策
を
進
め
ま
す
。

　

⑴
山
地
災
害
の
早
期
復
旧

（
3
，4
6
6
，3
6
5
千
円
）

・
荒
廃
山
地
の
早
期
復
旧
を
図
る
た
め
、
治
山
ダ
ム
工
、

山
腹
工
等
を
実
施

　

⑵
林
道
災
害
の
復
旧　
　
　
　
（
4
0
9
，7
4
8
千
円
）

・
市
町
村
が
実
施
す
る
豪
雨
災
害
で
被
災
し
た
民
有
林

内
に
あ
る
林
道
の
復
旧
事
業
に
対
し
て
助
成

４　
県
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
防
災
対
策
の
推
進

　

近
年
の
集
中
豪
雨
等
の
頻
発
化
・
激
甚
化
に
対
応
し
、
緊

急
的
な
予
防
・
復
旧
対
策
を
図
り
ま
す
。

新
⑴
災
害
時
の
緊
急
対
応
等
に
向
け
た
体
制
構
築

（
１
１
，0
5
0
千
円
）

・
山
地
災
害
発
生
時
に
、
災
害
応
援
協
定
等
に
基
づ
く

緊
急
対
応
が
で
き
る
体
制
を
構
築

新
⑵
事
前
防
災
・
減
災
対
策
の
推
進

（
2
，8
7
1
，7
3
0
千
円
）

・
人
家
等
保
全
対
象
へ
の
流
木
被
害
の
影
響
調
査
や
、

大
雨
に
よ
る
土
砂
流
出
や
流
木
等
を
防
止
す
る
治
山
施

設
整
備
を
実
施

　

⑶
林
道
施
設
の
点
検
診
断
、
保
全
整
備
へ
の
支
援

（
４
６
，0
8
3
千
円
）

・
老
朽
化
や
損
傷
が
懸
念
さ
れ
る
橋
梁
等
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
、
市
町
村
が
実
施
す
る
点
検
診
断
、
保
全

整
備
に
対
し
て
助
成

新
⑷
森
林
作
業
道
の
防
災
機
能
の
強
化（

３
６
，5
5
1
千
円
）

・
豪
雨
等
に
よ
る
森
林
作
業
道
の
損
壊
を
防
止
す
る
た

め
、
市
町
村
や
林
業
事
業
体
等
が
実
施
す
る
排
水
施
設

等
の
強
化
に
対
し
て
助
成

新
⑸
非
常
時
に
迂
回
路
と
な
る
林
道
の
機
能
強
化

（
５
５
，6
9
7
千
円
）

・
災
害
発
生
時
の
孤
立
集
落
を
早
期
に
解
消
す
る
た
め
、

市
町
村
が
実
施
す
る
林
道
の
改
良
、
舗
装
事
業
に
対
し

て
助
成

重
点
施
策
：
望
ま
し
い
森
林
の
姿
へ
と
誘
導
す
る

　
　
　
　
　
「
１
０
０
年
先
の
森
林
づ
く
り
」

５　
１
０
０
年
先
の
森
林
づ
く
り
の
推
進

　

人
工
林
の
７
割
が
利
用
期
を
迎
え
る
な
ど
、
森
林
資
源

が
充
実
す
る
中
、
将
来
の
望
ま
し
い
森
林
の
姿
を
示
し
た

「
１
０
０
年
の
森
林
づ
く
り
計
画
」に
基
づ
い
て
、
計
画
的
な

森
林
整
備
を
進
め
ま
す
。

新
⑴
将
来
の
森
林
資
源
確
保
に
向
け
た
主
伐
・
再
造
林
へ

の
支
援　
　
　
　
　
　
　
　

 （
1
6
4
，8
0
7
千
円
）

・
森
林
資
源
の
更
新
対
策
の
た
め
、
伐
採
と
再
造
林
に

取
り
組
む
森
林
所
有
者
等
に
対
し
て
助
成

新
⑵
低
コ
ス
ト
再
造
林
技
術
を
普
及
す
る
た
め
の
研
修
の

開
催　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
2
，6
1
0
千
円
）

・
低
コ
ス
ト
再
造
林
の
知
識
や
技
術
を
有
す
る
森
林
技

術
者
を
育
成
す
る
た
め
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
取
扱
方
法
や

植
栽
技
術
に
関
す
る
研
修
会
を
実
施

　

⑶
森
林
区
分
に
応
じ
た
森
林
整
備

（
4
，0
6
3
，3
2
0
千
円
）

・
人
々
の
活
動
や
自
然
条
件
等
に
よ
り
区
分
し
た
木
材

生
産
林
、
環
境
保
全
林
、
観
光
景
観
林
、
生
活
保
全
林

に
お
い
て
、
目
的
に
沿
っ
た
森
林
整
備
等
に
対
し
て
助

成
新
⑷
１
０
０
年
先
の
森
林
づ
く
り
の
普
及
啓
発
行
事
の
開
催

（
4
，6
7
0
千
円
）

・
多
く
の
県
民
の
み
な
さ
ん
に
よ
り「
１
０
０
年
先
の
森

林
づ
く
り
」の
取
組
み
の
理
解
醸
成
を
図
る
た
め
、
そ
の

契
機
と
な
っ
た
全
国
育
樹
祭
会
場
に
お
い
て
、
普
及
啓

発
の
行
事
を
開
催

重
点
施
策
：
林
業
経
営
を
重
視
し
た

　
　
　
　

  「
生
き
た
森
林
づ
く
り
」

６　
県
産
材
を
活
用
し
た
施
設
へ
の
支
援

　

県
内
や
首
都
圏
等
に
お
け
る
県
産
材
住
宅
の
建
設
や
海
外

へ
の
県
産
材
住
宅
の
輸
出
を
促
進
す
る
ほ
か
、
公
共
施
設
や

商
業
施
設
等
の
木
造
化
・
内
装
木
質
化
や
幼
稚
園
・
小
中
学

校
等
へ
の
木
製
家
具
の
導
入
を
促
進
し
ま
す
。

　

⑴「
ぎ
ふ
の
木
」を
用
い
た
住
宅
の
建
設
へ
の
支
援

（
７
８
，5
8
6
千
円
）

・
県
内
や
首
都
圏
等
に
お
け
る
県
産
材
を
一
定
量
使
用

し
た
住
宅
の
新
築
や
内
装
木
質
化
、
リ
フ
ォ
ー
ム
等
を

行
う
施
主
に
対
し
て
助
成

　

⑵
商
業
施
設
等
の
木
造
化
・
内
装
木
質
化
へ
の
支
援

（
１
１
，2
5
0
千
円
）

・
商
業
・
観
光
・
医
療
施
設
等
の
木
造
化
・
内
装
木
質

化
を
行
う
事
業
者
、
及
び
、
そ
の
設
計
を
行
う
建
築
事

務
所
等
に
対
し
て
助
成

７　
県
産
材
の
認
知
度
、
競
争
力
向
上
に
向
け
た
取
組

み
の
強
化

　

住
宅
分
野
で
の
県
産
材
利
用
拡
大
を
図
る
た
め
の
Ｐ
Ｒ
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
等
を
は
じ
め
と
す
る
情
報
発
信
の
強
化
や
、

国
際
的
行
事
で
の
Ｐ
Ｒ
、
新
技
術
・
新
製
品
の
開
発
、
県
産

材
の
輸
出
な
ど
、
競
争
力
強
化
や
販
路
拡
大
の
取
組
み
を
支

援
し
ま
す
。

新
⑴
新
た
な
県
産
材
住
宅
の
開
発
、
普
及
活
動
へ
の
支
援

（
5
，0
0
0
千
円
）

・
地
域
工
務
店
や
木
材
流
通
業
者
等
が
連
携
し
て
取
り

組
む
、
県
産
材
を
多
用
し
た
ロ
ー
コ
ス
ト
・
パ
ッ
ケ
ー

ジ
住
宅
の
開
発
や
普
及
活
動
等
を
支
援

新
⑵
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
等
及
び
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
製
品
の
供
給
拡
大

（
5
，0
0
0
千
円
）

・
木
材
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
製
品
等（
ぎ
ふ
性
能
表
示
材
を
含

む
）や
キ
ノ
コ
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
定
製
品
の
生
産
に
必
要
な
施

設
整
備
を
支
援

８　
効
率
的
な
木
材
生
産
体
制
の
強
化

　

大
型
製
材
工
場
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
施

設
の
稼
働
に
よ
る
木
材
需
要
に
応
え
る
た
め
、
安
定
的
か
つ

効
率
的
な
木
材
生
産
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

新
⑴
林
業
経
営
者
が
行
う
生
産
性
向
上
へ
の
取
組
支
援

（
2
，0
0
0
千
円
）

・
林
業
経
営
者
が
、
木
材
生
産
性
を
高
め
る
た
め
に
行

う
、
工
程
管
理
改
善
へ
の
取
組
み
に
対
し
て
助
成

重
点
施
策
：
環
境
保
全
を
重
視
し
た

　
　
　
　

  「
恵
み
の
森
林
づ
く
り
」

９　
森
林
・
林
業
に
対
す
る
県
民
理
解
の
醸
成
に
向
け

た「
ぎ
ふ
木
育
」の
推
進

　
「
ぎ
ふ
木
育
」の
総
合
的
な
拠
点
で
あ
る「
木
の
ふ
れ
あ
い
館

（
仮
称
）」と
、
森
林
教
育
や
森
林
教
育
を
指
導
す
る
リ
ー
ダ
ー

的
人
材
を
育
成
す
る
拠
点
で
あ
る「
森
林
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）」の
本
体
工
事
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
県
民
の
皆
さ

ん
が
い
つ
で
も
気
軽
に「
ぎ
ふ
木
育
」を
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
様
々
な
機
会
を
提
供
し
、「
ぎ
ふ
木
育
」の
更
な
る

普
及
を
図
り
ま
す
。

　

⑴
木
育
拠
点「
木
の
ふ
れ
あ
い
館（
仮
称
）」の
整
備

（
5
4
3
，9
1
3
千
円
）

・
木
に
ふ
れ
あ
い
、
親
し
む
総
合
的
な
拠
点
施
設
を
岐

阜
市
内
に
建
設
す
る
と
と
も
に
、
館
内
の
木
製
遊
具
の

整
備
、
木
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
、
木
育
サ
ポ
ー
タ
ー

人
材
の
育
成
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
制
作
等
の
環
境
を
整
備

新
⑵「
森
林
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）」の
整
備

（
1
4
0
，1
9
4
千
円
）

・
情
報
発
信
や
交
流
、
指
導
者
の
育
成
な
ど
森
林
教
育

の
拠
点
と
な
る
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
を
美
濃
市
内
に
建
設

す
る
と
と
も
に
、
ド
イ
ツ
ロ
ッ
テ
ン
ブ
ル
ク
大
学
や
県

内
教
育
機
関
等
と
連
携
し
、
森
林
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

開
発

　

⑶
木
育
を
体
験
す
る
機
会
の
提
供 （

１
５
，9
2
3
千
円
） 

・
い
つ
で
も
気
軽
か
つ
身
近
に
木
育
を
体
験
で
き
る
よ

う
、「
ぎ
ふ
木
育
ひ
ろ
ば
」の
設
置
、「
ぎ
ふ
木
育
教
室
」等

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、「
第
15
回
森
の
よ
う
ち
え
ん
全

国
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
ぎ
ふ
」の
開
催
支
援
や
、
自
然

保
育（
森
の
よ
う
ち
え
ん
等
）を
積
極
的
に
展
開
す
る
団

体
を
表
彰

10　
「
清
流
の
国
ぎ
ふ
森
林
・
環
境
税
」を
活
用
し
た
自

然
環
境
の
保
全
・
再
生

　

荒
廃
し
た
森
林
の
増
加
、
外
来
生
物
の
繁
殖
、
水
環
境
の

悪
化
な
ど
に
よ
り
、
森
林
や
河
川
の
持
つ
公
益
的
機
能
の
低

下
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
清
流
の
国
ぎ
ふ
森
林
・

環
境
税
」を
活
用
し
、
自
然
環
境
の
保
全
・
再
生
を
目
的
と
し

た
取
組
み
を
行
い
ま
す
。

　

⑴「
１
０
０
年
先
の
森
林
づ
く
り
」の
推
進

（
5
5
0
，0
0
0
千
円
）

・
奥
地
に
あ
る
水
源
林
の
整
備
、
集
落
近
く
の
里
山
林

や
生
活
保
全
林
の
整
備
、
危
険
な
樹
木
の
除
去
、
観
光

振
興
に
つ
な
が
る
森
林
の
総
合
整
備
等
に
対
し
て
支
援

　

⑵
人
づ
く
り
・
仕
組
み
づ
く
り

（
3
6
2
，6
3
6
千
円
）

・
公
共
施
設
等
の
木
造
化
・
内
装
木
質
化
や
木
製
学
習

教
材
導
入
へ
の
支
援
、
森
と
木
と
水
に
関
す
る
環
境
学

習
等
を
実
施

　

⑶
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
環
境
保
全
活
動
の
促
進

（
1
4
3
，0
0
0
千
円
）

・
地
域
団
体
や
市
町
村
が
提
案
す
る
環
境
保
全
の
取
組

み
を
支
援

MORINOTAYORI5
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神
棚
に
あ
げ
る
サ
カ
キ
を
採
ろ
う
と

裏
山
に
行
く
と
、
木
陰
に
咲
く
シ
ュ
ン

ラ
ン
の
花
が
目
に
留
ま
り
ま
し
た
。

　

シ
ュ
ン
ラ
ン
（Cymbidium goeringii

）

は
、
日
本
各
地
の
低
山
帯
に
生
え
る
針

葉
樹
林
や
常
緑
樹
林
の
乾
い
た
木
陰
に

自
生
す
る
ラ
ン
で
、
岐
阜
県
内
で
は
ホ

ク
ロ
と
か
ジ
ジ
バ
バ
な
ど
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

　

和
名
の
シ
ュ
ン
ラ
ン
は
、
春
の
4
～

5
月
に
花
を
咲
か
せ
る
春
蘭
に
由
来
し

ま
す
。
花
は
6
枚
の
花
び
ら
で
構
成
さ

れ
、
外
側
の
3
枚
は
萼
片
、
そ
の
中
に

2
枚
の
側
花
弁
、
そ
の
下
に
白
色
で
赤

紫
色
の
小
斑
点
が
あ
る
1
枚
の
唇
弁
が

あ
り
ま
す
。
中
心
部
に
は
雄
し
べ
と
雌

し
べ
が
一
体
化
し
た
ず
い
柱
が
あ
り
、

ず
い
柱
の
頂
部
に
花
粉
塊
が
あ
り
、
そ

の
下
側
に
粘
着
質
の
柱
頭
が
あ
り
ま
す
。

　

ホ
ク
ロ
と
は
花
の
唇
弁
に
あ
る
小
斑

点
を
黒
子
に
見
立
て
た
も
の
で
、
ジ
ジ

バ
バ
と
は
花
の
上
の
方
を
お
婆
さ
ん
が

か
ぶ
っ
た
ほ
っ
か
む
り
、
下
の
方
を
お

爺
さ
ん
の
白
い
ひ
げ
に
見
立
て
た
と
か
。

ず
い
柱
を
老
人
の
男
性
器
、
唇
弁
を
女

性
器
に
な
ぞ
ら
え
た
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

　

シ
ュ
ン
ラ
ン
の
花
は
古
く
か
ら
食
用

と
し
て
天
ぷ
ら
や
酢
の
も
の
に
さ
れ
、

特
に
花
を
塩
漬
け
し
た
も
の
は
、
結
婚

式
な
ど
祝
い
事
で
「
蘭
湯
、
蘭
茶
」
と

し
て
振
る
舞
い
ま
し
た
。

　

根
は
肉
質
の
ひ
も
状
で
太
く
長
く
、

茎
は
球
形
に
縮
ま
っ
た
小
型
の
偽
球
茎

（
バ
ル
ブ
）
と
な
り
ま
す
。
昔
は
こ
の
偽

球
茎
や
根
を
掘
り
取
り
、
乾
燥
さ
せ
て

粉
末
に
し
た
も
の
を
市
販
の
ハ
ン
ド
ク

リ
ー
ム
な
ど
に
混
ぜ
て
手
足
の
ひ
び
や

あ
か
ぎ
れ
に
用
い
、
長
崎
県
の
対
馬
で

は
偽
球
茎
を
削
っ
て
直
接
あ
か
ぎ
れ
に

埋
め
込
ん
だ
そ
う
で
す
。

　

一
般
的
に
ラ
ン
科
植
物
は
種
子
が
微

少
で
胚
乳
を
持
た
な
い
た
め
、
種
子
が

発
芽
す
る
に
は
ラ
ン
菌
と
呼
ば
れ
る
特

定
の
担
子
菌
や
担
子
菌
由
来
の
不
完
全

菌
の
助
け
が
必
要
で
、
菌
糸
を
呼
び
込

ん
で
栄
養
素
の
供
給
を
受
け
て
生
き
る

の
で
す
。
し
か
も
シ
ュ
ン
ラ
ン
に
課
せ

ら
れ
た
試
練
は
こ
れ
か
ら
で
、
発
芽
し

て
す
ぐ
に
葉
を
出
し
て
光
合
成
を
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、
何
年
間
も
地
下
根
茎

の
ま
ま
地
下
生
活
を
送
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
寒
冷
な
厳
し
い
環

境
で
も
繁
殖
で
き
る
よ
う
身

に
つ
け
た
能
力
と
さ
れ
、
人

工
的
に
栄
養
分
の
入
っ
た
寒

天
培
地
に
種
子
を
ま
い
て

も
、
そ
こ
に
植
物
成
長
ホ
ル

モ
ン
が
添
加
さ
れ
て
い
な
い

と
、
発
芽
し
て
も
す
ぐ
に
寒

天
培
地
に
潜
り
込
み
、
何
年

も
留
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
れ
に
加
え
て
シ
ュ
ン
ラ
ン

の
完
熟
種
子
は
水
を
は
じ
く
性
質
が
強

く
、
厄
介
な
こ
と
に
そ
の
ま
ま
で
は
ほ

と
ん
ど
発
芽
し
な
い
の
で
す
。

　

さ
て
、
ど
ち
ら
も
優
れ
て
い
て
甲
乙

が
つ
け
に
く
い
こ
と
の
た
と
え
に
「
春

蘭
秋
菊
倶
に
廃
す
可
か
ら
ず
」
と
い
う

中
国
の
『
旧
唐
書
』
に
記
さ
れ
た
言
葉

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
春
蘭
も
秋
菊
も

と
も
に
趣
が
あ
っ
て
美
し
く
、
見
捨
て

が
た
い
と
い
う
意
味
で
、
シ
ュ
ン
ラ
ン

の
花
は
そ
う
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
か
わ
い

い
花
な
の
で
す
。

▲シュンランの花の甘酢漬け

【林政課　浅野 良光】　●お問い合わせは、市町村林務担当課または県庁林政課森林計画係 ＴＥＬ 058-272-8471 まで

森林を取得したときは
　　　市町村への届出が必要です!

1 なぜ届出が必要？
「伐採及び伐採後の造林の計画の届出」をしないで伐採が行われた場合の造林命令や保安林における監督処分など、行政が森林法に基づき諸
制度を円滑に実施する上で、森林所有者を把握することが重要であるからです。

2 どのような場合に届出が必要？
個人か法人かによらず、売買、相続、贈与等で新たに森林を取得した場合に必要です。ただし、国土利用計画法に基づく土地売買契約の届出を
行った場合は、森林の土地の所有者届出は不要です。

3 どんな森林が届出の対象？
対象となる森林は、岐阜県が作成する地域森林計画の対象となっている民有林です。
●地域森林計画の対象となる民有林とは：岐阜県では、平野部の市町村を除いた３４市町村の民有林を対象に地域森林計画を策定し、「対象と

する森林の区域」を定めています。その区域については、県のホームページ（「ぎふふぉれナビ」で検索）、県庁林政課、各農林事務所林業課、市
町村林務担当課で確認することができます。

4 いつ、どこへ届出を出すの？
所有者となった日から９０日以内に、取得した森林のある市町村の長に届出書を提出します。

5 どのような届出書を提出するの？
「森林の土地の所有者届出書」に次の書類を添付して提出してください。
添付書類 ①取得した森林の位置を示す図面（任意の図面に大まかな位置を記入）
 ②取得した森林の登記事項証明書、売買契約書の写しなど権利を取得したことがわかる書類
●届出書の様式など詳しくは、林野庁のホームページ（「森林の土地の所有者届出制度」で検索）をご覧ください。

6 もし、届出を出さないと？
届出をしない、または虚偽の届出をしたときは、１０万円以下の過料が科されることがあります。

新たに森林を取得したときは、森林法の定めにより届出が必要です。 注）立木のみを取得した場合は、届出は不要です。

【恵みの森づくり推進課　米本 尚満】　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５８ｰ２７２ １ー１１１ 内線（３０２６） 恵みの森づくり推進課まで

会員による取組

来場者で賑わっている様子

恵みの森づくりコンソーシアム presents 

森あそび・森まなび を開催！

　恵みの森づくりコンソーシアムは、森、木、環境や商工業等の様々
な業種の企業や団体、個人で構成され、美しい森林を次世代に残す
ため、森林の望ましい姿、活用方法等について考え実践している組
織です。

　この度、３月９日(土)に、大垣市駅前のアクアウォーク　アクアコー
ト（大垣市）にて、「恵みの森づくりコンソーシアム presents 森あ
そび・森まなび」を開催しました。
　西濃地区での初の試みでしたが、森の恵みを知って、体験していた
だく内容で、就学前のお子さんから大人の方まで幅広い方に体験し
ていただくことができ、多くの来場者で賑わいました。
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会員による取組

来場者で賑わっている様子

恵みの森づくりコンソーシアム presents 

森あそび・森まなび を開催！

　恵みの森づくりコンソーシアムは、森、木、環境や商工業等の様々
な業種の企業や団体、個人で構成され、美しい森林を次世代に残す
ため、森林の望ましい姿、活用方法等について考え実践している組
織です。

　この度、３月９日(土)に、大垣市駅前のアクアウォーク　アクアコー
ト（大垣市）にて、「恵みの森づくりコンソーシアム presents 森あ
そび・森まなび」を開催しました。
　西濃地区での初の試みでしたが、森の恵みを知って、体験していた
だく内容で、就学前のお子さんから大人の方まで幅広い方に体験し
ていただくことができ、多くの来場者で賑わいました。
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材
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出
の
推
進

岐阜県立サニーヒルズみずなみ
　　　　　　　　　　瑞浪市陶町猿爪657-34

内装木質化木の香る
ぎふの施設

75

施設の経緯
　岐阜県立サニーヒルズみずなみは平成３年に建設され、約
27年が経ちました。障がい者支援施設として、身体に障がい
のある方が入所され、日中はデイサービスとして利用可能な
施設です。
　以前は県の木質化事業で廊下の腰壁の改修を行い、今回
は食堂の腰壁を改修しました。木の温もりの中で、利用者に
合った支援を行い、安全で安心して暮らして頂けるように努
めています。

ここに注目！！
　食堂の腰壁に岐阜県産のヒノキを使用しており、木の温もり
を感じながらくつろげる空間となっています。

利用者の様子
　利用者からは「ヒノキの良い香りがして、食堂が明るくなっ
た」と喜ばれ、温かい雰囲気の中で食事をしています。

施設概要

事業主体 岐阜県

事業年度 平成29年度

構造・
延床面積

鉄筋コンクリート造平屋建
2,553.31㎡

施設用途 障がい者支援施設

木材使用量
使用樹種

23.40㎡
ヒノキ（県産材100％）

株式会社阿佐木建設

株式会社梶田設計

3,996千円（県有施設木質化等推進事業）全体事業費

設 計 者

平成29年9月20日～平成30年1月31日

施工業者

工　　期

■問い合わせ先
　社会福祉法人岐阜県福祉事業団
　岐阜県立サニーヒルズみずなみ
　ＴＥＬ ０５７２－６５－３３２２

廊下

施設全景

食堂

国
内
の
建
築
士
を
対
象
と
し
た
木
造
軸
組
住

宅
に
関
す
る
技
術
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

韓
国
の
木
造
住
宅
率
は
、
わ
ず
か
６
％
で
、

そ
の
大
半
を
２
×
４
が
占
め
て
い
ま
す
が
、

ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
住
生
活
を
求
め
る
ユ
ー

ザ
ー
か
ら
は
、
日
本
の
軸
組
工
法
に
よ
る
木

を
感
じ
る
空
間
や
、
自
由
な
間
取
り
、
地
震

に
対
す
る
安
心
感
な
ど
が
評
価
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

【
台
湾
】

　

台
湾
で
は
、
高
温
多
湿
で
シ
ロ
ア
リ
被
害

　

来
場
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
台

湾
で
は
、
淡
い
色
で
木
目
が
は
っ
き
り
し
て

い
る
木
が
好
ま
れ
る
こ
と
が
分
か
り
、
消
費

者
が
納
得
い
く
価
格
で
あ
れ
ば
、
ヒ
ノ
キ
な

ど
岐
阜
県
産
材
の
需
要
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
今
年
度
も
引
き
続
き
展
示
・
販
売
を

続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
県
産
材
を
一
定
量
以
上
使
用
し
、

海
外
で
建
設
す
る
住
宅
を
設
計
又
は
施
行
す

る
工
務
店
・
設
計
士
等
に
対
す
る
支
援
や
、

県
産
材
製
品
の
輸
出
に
係
る
販
路
拡
大
、
技

術
者
の
育
成
、
Ｐ
Ｒ
施
設
の
設
置
等
に
取
り

組
む
企
業
に
対
す
る
支
援
な
ど
、
ア
ジ
ア
圏

を
中
心
と
し
た
輸
出
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
の
で
、
関
心
の
あ
る
事
業
者
の
方
は
是

非
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
県
産
材
流
通
課
　
三
輪
哲
司
】

　

近
年
、
日
本
の
木
材
輸
出
は
好
調
で
、
引

き
続
き
需
要
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
県
で
は
、
韓
国
や
台
湾
を
中
心
に
県
産

材
製
品
の
輸
出
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

【
韓
国
】

　

韓
国
で
は
、
２
０
１
６
年
９
月
に
発
生
し

た
地
震
を
契
機
に
、
日
本
の
木
造
軸
組
住
宅

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
２
月
に
は
、
韓
国
で
最
大
規
模

の
住
宅
資
材
展
示
会「K

O
R
E
A

 B
U
IL
D

 

2019

」に
県
内
企
業
４
社
と
と
も
に
出
展
し

ま
し
た
。
ま
た
、
展
示
会
に
合
わ
せ
て
、
韓

が
深
刻
な
事
か
ら
、
構
造
材
よ
り
内
装
材
を

中
心
に
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
１
月
号（
№
7
8
4
）で
お
伝
え
し

た
と
お
り
、
台
北
市
内
の
北
東
部
に
あ
る
複

合
型
イ
ン
テ
リ
ア
シ
ョ
ー
ル
ー
ム「
台
北
設

計
建
材
中
心（T

aipei D
esign M

aterials 

C
enter,T

D
M
C

）に
お
い
て
、
県
内
企
業
５

社
と
共
に
展
示
・
販
売
を
昨
年
11
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
12
月
に
は
、
台
湾
の
建
築
士
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
、
各
社
製
品
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
１
月
に
は
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
主
催

に
よ
る
商
談
会
が
当
展
示
・
販
売
場
内
で
開

催
さ
れ
、
県
産
材
に
興
味
を
持
た
れ
た
台
湾

企
業
が
後
日
岐
阜
県
を
訪
問
さ
れ
る
な
ど
、

今
後
へ
の
繋
が
り
が
期
待
で
き
る
成
果
を
得

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

「KOREA BUILD 2019」での構造躯体展示（韓国）

日本式木造軸組住宅建築技術セミナー（韓国）

TDMC にある「GIFU Taipei Wood Style」（台湾）

「GIFU Taipei Wood Style」セミナー（台湾）
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75

施設の経緯
　岐阜県立サニーヒルズみずなみは平成３年に建設され、約
27年が経ちました。障がい者支援施設として、身体に障がい
のある方が入所され、日中はデイサービスとして利用可能な
施設です。
　以前は県の木質化事業で廊下の腰壁の改修を行い、今回
は食堂の腰壁を改修しました。木の温もりの中で、利用者に
合った支援を行い、安全で安心して暮らして頂けるように努
めています。

ここに注目！！
　食堂の腰壁に岐阜県産のヒノキを使用しており、木の温もり
を感じながらくつろげる空間となっています。

利用者の様子
　利用者からは「ヒノキの良い香りがして、食堂が明るくなっ
た」と喜ばれ、温かい雰囲気の中で食事をしています。

施設概要

事業主体 岐阜県

事業年度 平成29年度

構造・
延床面積

鉄筋コンクリート造平屋建
2,553.31㎡

施設用途 障がい者支援施設

木材使用量
使用樹種

23.40㎡
ヒノキ（県産材100％）

株式会社阿佐木建設

株式会社梶田設計

3,996千円（県有施設木質化等推進事業）全体事業費

設 計 者

平成29年9月20日～平成30年1月31日

施工業者

工　　期

■問い合わせ先
　社会福祉法人岐阜県福祉事業団
　岐阜県立サニーヒルズみずなみ
　ＴＥＬ ０５７２－６５－３３２２

廊下

施設全景

食堂
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29

わ
が
ま
ち
の
森
林
・
環
境
行
政

笠
松
町
の
環
境
の
ま
ち
づ
く
り

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
８
ー
３
８
８
ー
１
１
１
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　笠
松
町
役
場
環
境
経
済
課
ま
で

『森林・環境税』で“緑豊かな清流の国ぎふづくり” 
シリーズ

1
　県では、「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用し、県民みんなで豊かな自然環境を守る様々な
取組みを行っています。こうした取組みの内容について連載で紹介します。

【恵みの森づくり推進課　倉田 祥彦】　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 058-272-8472 清流の国ぎふ森林・環境税活用サポート窓口まで

　清流の国ぎふ市町村提案事業
　平成31年度は、23市町村がそれぞれ特色ある44事業を実施します。採択した事業は、8年間で延べ41市町村で
412件となります。

～ 地域の実情に合わせた提案型事業～

 

笠
松
ト
ン
ボ
天
国

　

笠
松
町
に
は
、
笠
松
ト
ン
ボ
天
国（
通
称
ト
ン

ボ
池
）と
い
う
県
内
で
も
有
数
の
ビ
オ
ト
ー
プ
が

あ
り
ま
す
。

　

笠
松
ト
ン
ボ
天
国
に
は
、
木
曽
川
の
河
跡
湖
と

し
て
残
っ
た
大
小
５
つ
の
池
が
あ
り
、
多
く
の
ト

ン
ボ
が
生
息
し
て
い
ま
す
。（
現
在
は
30
種
程
度
）

　

貴
重
な
自
然
が
残
っ
て
い
る
ト
ン
ボ
天
国
で
す

が
、
ブ
ル
ー
ギ
ル
や
オ
オ
ク
チ
バ
ス
な
ど
の
外
来

生
物
の
発
生
や
、
不
法
投
棄
や
ご
み
の
ポ
イ
捨
て

な
ど
に
よ
る
水
質
の
悪
化
、
タ
ケ
に
よ
る
侵
食
な

ど
、
環
境
の
悪
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

ト
ン
ボ
池
の
環
境
を
守
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
に
よ
る
ゴ
ミ
拾
い
や
草
刈
り
な
ど
が
行
わ

を
知
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
大
き
な
魅
力
で
す
。

　

笠
松
町
の
毎
年
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
リ

バ
ー
サ
イ
ド
カ
ー
ニ
バ
ル
で
は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ

ン
ポ
ス
ト
の
観
察
記
録
を
募
集
、
展
示
し
町
民
の

み
な
さ
ん
に
投
票
し
て
も
ら
う
、
ゴ
ミ
減
量
コ
ン

テ
ス
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
投
票
数
に
よ
り
進

呈
さ
れ
る
景
品
は
観
葉
植
物
や
ラ
ン
チ
券
、
コ
ー

ヒ
ー
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
、
す
べ
て
町
内
に
あ
る
店
舗

か
ら
協
賛
頂
い
た
も
の
で
、
広
く
町
内
の
方
々
に

ご
協
力
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　

生
ゴ
ミ
は
最
も
身
近
な
資
源
で
あ
り
、
こ
れ
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
家
庭
か
ら
出
る
可
燃
ゴ
ミ
は

３
分
の
１
ま
で
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
嫌
な

臭
い
か
ら
も
解
放
さ
れ
、
さ
ら
に
、
環
境
の
た
め

に
自
ら
貢
献
し
て
い
る
と
い
う
充
実
感
を
楽
し
み

な
が
ら
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
ん
な
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ

ス
ト
を
さ
ら
に
普
及
で
き
る
よ
う
活
動
の
場
を
広

げ
て
い
き
ま
す
。

笠
松
町
の
概
要

　

笠
松
町
は
木
曽
川
沿
い
に
位
置
し
、
か
つ
て
は

交
通
・
物
流
の
要
衝
と
し
て
、
ま
た
、
県
政
発
祥

の
地
と
し
て
、
人
々
が
集
ま
り
、
商
工
業
が
栄
え

る
こ
と
で
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

笠
松
町
に
は
、
自
然
と
か
か
わ
り
の
深
い
行
事

や
文
化
が
多
く
あ
り
ま
す
。
町
内
の
自
然
を
守
り
、

ま
た
、
住
民
の
意
識
を
高
め
る
た
め
の
取
り
組
み

な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

山
の
日
の
つ
ど
い

　

飛
騨
川
か
ら
木
曽
川
と
繋
が
る
白
川
町
と
笠
松

町
の
子
供
た
ち
が
、
白
川
町
の
清
ら
か
な
水
源
の

森
で
活
動
す
る
こ
と
で
、
森
林
環
境
へ
の
親
し
み

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
平
成

18
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る
事
業
で
、
森
林
や
環
境

へ
の
意
識
を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、
両
町
の
子
供

た
ち
の
交
流
に
よ
っ
て
親
交
を
深
め
、
大
切
な
思

い
出
と
し
て
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

木
製
の
名
札
づ
く
り
や
山
の
散
策
、
丸
太
切
り

体
験
、
散
策
中
に
集
め
た
材
料
で
の
ク
ラ
フ
ト
作

り
な
ど
、
楽
し
み
な
が
ら
自
然
と
触
れ
合
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

れ
る
な
か
、
平
成
15
年
に「
ト
ン
ボ
池
を
守
る
会
」

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

ト
ン
ボ
池
を
守
る
会
で
は
、
ト
ン
ボ
池
の
観
察

会
の
開
催
や
、
地
域
の
住
民
と
共
同
で
の
清
掃
活

動
、
ト
ン
ボ
池
周
辺
の
生
息
状
況
調
査
、
ヤ
ゴ
の

放
流
な
ど
、
様
々
な
環
境
保
全
、
普
及
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

笠
松
町
の
貴
重
な
自
然
で
あ
り
、
宝
で
あ
る
ト

ン
ボ
池
を
未
来
へ
残
す
た
め
、
町
民
全
体
の
意
識

を
高
め
、
今
後
と
も
積
極
的
な
保
全
活
動
を
行
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

羽
島
環
境
の
会

　

s
t
o
p
地
球
温
暖
化
＆
ゴ
ミ
減
量
を
モ
ッ

ト
ー
に
町
内
で
啓
発
事
業
を
し
て
い
ま
す
。

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を
使
用
し
生
ゴ
ミ
を

堆
肥
に
変
え
る
方
法
を
伝
え
る
初
心
者
向
け
の
講

座
に
始
ま
り
、
経
験
者
向
け
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

講
座
、
出
来
た
堆
肥
の
使
い
方
を
学
ぶ
寄
せ
植
え

講
座
や
畑
講
座
を
年
に
数
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

食
べ
物
か
ら
出
た
生
ゴ
ミ
が
微
生
物
の
働
き
に
よ

り
堆
肥
に
変
わ
る
面
白
さ
や
驚
き
、
自
分
で
作
っ

た
堆
肥
で
安
全
で
美
味
し
い
野
菜
を
育
て
る
喜
び

▲貴重な自然が残る笠松トンボ天国

▲リバーサイドカーニバルでの様子

▲森林散策をしてクラフトの材料を集める
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『森林・環境税』で“緑豊かな清流の国ぎふづくり” 
シリーズ

1
　県では、「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用し、県民みんなで豊かな自然環境を守る様々な
取組みを行っています。こうした取組みの内容について連載で紹介します。

【恵みの森づくり推進課　倉田 祥彦】　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 058-272-8472 清流の国ぎふ森林・環境税活用サポート窓口まで

　清流の国ぎふ市町村提案事業
　平成31年度は、23市町村がそれぞれ特色ある44事業を実施します。採択した事業は、8年間で延べ41市町村で
412件となります。

～ 地域の実情に合わせた提案型事業～

郡上市　平成３１年度郡上木育推進モデル事業
（市内小中学校において、おどり下駄や学童用机
　保護天板を製作）

多治見市　たじみエコカレッジ運営事業
（ふるさとの美しい森づくり、川づくりを担う人材を
　育成するため、市民向け環境講座を実施）

岐南町　ぎなんプレーパークで木と遊ぼう！
（上流域と交流した自然体験学習やプレーパーク
　体験会（木育ワークショップ等）を実施）

市町村名 事　業　名
岐阜市 ながら川ふれあいの森安全施設整備事業

各務原市 アルゼンチンアリ防除対策事業（鵜沼東部地区）
各務原市 アルゼンチンアリ防除対策事業（鵜沼大安寺地区）
山県市 地域資源活用推進事業
山県市 自然体験型保育事業
山県市 森林資源の育成と観光地活用事業
岐南町 ぎなんプレーパークで木と遊ぼう！
大垣市 大垣市新庁舎建設に伴うぎふ証明材を利用した備品導入事業
大垣市 間伐材を活用した間伐材ベンチの設置事業
垂井町 垂井町新庁舎建設に伴う県産材を活用した備品導入事業
垂井町 垂井の自然がいきる木育事業（木育で大人も子どもも垂井Love!）

関ケ原町 関ケ原町森林に親しむ地域づくり事業
輪之内町 小中学生を中心とした町民に対する町内水環境意識啓発事業
揖斐川町 つなごう！森と海　そしてわたしを　～いびがわキッズ探検隊２０１９～

揖斐川町 みんなで支える森・川づくり事業 揖斐川上流に実のなる木を植えよう大作
戦事業（徳山ダム上流）

大野町 北部山麓森林空間・絆の森森林環境整備事業
大野町 「おおの木育フェア２０１９」開催事業
大野町 大野町木育推進事業
美濃市 美濃市里山の恵み推進事業（古城山）
美濃市 清流板取川ふれあい整備事業
美濃市 美濃市木育推進事業
郡上市 平成３１年度郡上木育推進モデル事業

美濃加茂市 有害鳥獣対策の森づくり事業
美濃加茂市 みのかも森林公園竹チップ歩道整備事業

可児市 環境楽習塾
可児市 特定外来生物(オオキンケイギク)防除事業
坂祝町 アルゼンチンアリ防除対策事業
川辺町 タケノコ生産モデル林整備事業
川辺町 遠見山周辺景観整備事業
川辺町 八坂山休憩施設整備事業
白川町 水源の森づくり川上・川下交流事業
御嵩町 町民参加型森林学習拠点形成事業
御嵩町 国史跡「中山道」景観づくり及び周辺森林保全推進事業

多治見市 森のようちえんとのコラボレーションによる自然に親しむ親子広場
多治見市 たじみエコカレッジ運営事業
中津川市 自然共生地域づくり推進事業
中津川市 シデコブシ等重要自生地保全事業
中津川市 特定外来生物の分布調査及び駆除活動推進事業
恵那市 明知城跡歴史の森（仮称）整備事業
恵那市 恵那市森林整備担い手育成事業
高山市 生物多様性　特定外来生物防除事業
高山市 「積まマイカー」間伐材収集運搬事業
飛騨市 生物多様性保全対策事業
飛騨市 高野千本桜夢公園「追憶の庭」整備・活用推進事業
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Ｑ 

ど
ん
な
山
づ
く
り
を
し
た
い
で
す
か
？

Ａ
木
材
と
し
て
の
経
済
価
値
を
高
め
、
少
し
で
も
森

林
所
有
者
へ
還
元
で
き
る
よ
う
な
山
づ
く
り
を
目

指
し
た
い
で
す
。

 

Ｑ 

や
り
が
い
を
感
じ
る
の
は
ど
ん
な
時
で
す
か
？

Ａ
林
業
事
業
体
か
ら
「
造
材
」
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ

ス
を
求
め
ら
れ
、
現
場
に
合
っ
た
造
材
方
法
を
提

案
で
き
た
時
や
、
自
分
で
調
査
し
た
森
林
を
入
札

で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
、
生
産
し
た
木
材
が
市

で
高
く
売
れ
た
時
で
す
。

 

Ｑ 

趣
味
の「
フ
ッ
ト
サ
ル
」に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
？

Ａ
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
な
の
で
、
月
に
一
回
ほ

ど
、地
元
の
仲
間
と
集
ま
り
、汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

 

Ｑ 

今
後
の
目
標
は
？

Ａ
平
成
三
十
年
十
月
よ
り
、
直
営
の
林
産
班
を
担
当

し
、
事
業
地
確
保
や
施
工
管
理
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
現
場
に
合
っ
た
効
率
的
な
作
業
シ
ス
テ
ム

を
選
択
し
、
実
施
で
き
る
よ
う
日
々
勉
強
中
で
す
。

今
後
は
、
林
産
技
術
に
磨
き
を
か
け
、
森
林
組
合

等
に
対
し
て
、
木
材
生
産
性
向
上
に
向
け
た
技
術

支
援
を
行
え
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

地 域の人

　
県
で
は
、
森
林
経
営
計
画
の
作
成
か
ら
実
行
監
理

ま
で
を
行
う
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、「
施
業
プ
ラ
ン

ナ
ー
」
を
認
定
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
平
成
三
十
年
度
に
認
定
さ
れ
、
地
域
に

合
っ
た
森
林
づ
く
り
を
提
案
し
、
実
践
し
て
い
る
二

人
の
若
者
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　中
濃
森
林
組
合
（
美
濃
市
）
亀
川 

侑
真
さ
ん
　

 

Ｑ 

日
々
の
業
務
内
容
は
？

Ａ
就
職
し
て
か
ら
４
年
目
と
な
り
、
主
に
森
林
作
業

道
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
線
形
の
検
討
、
現
場
の

施
工
管
理
ま
で
を
一
貫
し
て
担
当
し
て
お
り
、
平

成
三
十
年
度
は
十
二
路
線
を
開
設
し
ま
し
た
。
ま

た
、
森
林
経
営
計
画
の
作
成
・
変
更
・
実
行
監
理

や
森
林
整
備
事
業
に
係
る
現
地
調
査
・
測
量
、
書

類
作
成
の
補
助
も
行
っ
て
い
ま
す
。

 

Ｑ 

施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
は
？

Ａ
長
期
的
な
視
点
を
持
ち
、
森
林
所
有
者
に
満
足
し

て
も
ら
え
る
よ
う
な
山
づ
く
り
を
実
践
し
た
い
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。

 

Ｑ 

ど
ん
な
山
づ
く
り
を
し
た
い
で
す
か
？

Ａ
継
続
的
に
木
材
生
産
を
行
い
、
森
林
所
有
者
へ
還

元
で
き
る
よ
う
な
「
木
材
生
産
林
」
を
つ
く
り
た

い
で
す
。

 

Ｑ 

や
り
が
い
を
感
じ
る
の
は
ど
ん
な
時
で
す
か
？

Ａ
設
計
ど
お
り
に
森
林
作
業
道
を
開
設
す
る
こ
と
が

で
き
、
森
林
所
有
者
か
ら
感
謝
さ
れ
た
時
で
す
。

 

Ｑ 

趣
味
の
「
サ
バ
イ
バ
ル
ゲ
ー
ム
」
に
つ
い
て

　 

教
え
て
く
だ
さ
い
？

Ａ
二
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
エ
ア
ガ
ン
で
撃
ち
合
う

ゲ
ー
ム
で
す
。
県
内
外
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
、
今
度
参
加
す
る
の
は
二
百
人
規
模
の

も
の
で
す
。

 

Ｑ 

今
後
の
目
標
は
？

Ａ
森
林
整
備
に
つ
い
て
は
、
部
分
的
な
業
務
が
多
い

の
で
、
集
約
化
、
施
業
の
提
案
と
実
行
、
生
産
ま

で
一
連
の
流
れ
を
一
人
で
担
当
で
き
る
よ
う
に
な

り
た
い
で
す
。

　岐
阜
県
森
林
組
合
連
合
会
　

　岐
阜
林
産
物
共
販
所
（
関
市
）
荒
井 

明
宏
さ
ん

 

Ｑ 

日
々
の
業
務
内
容
は
？

Ａ
共
販
市
（
２
回
／
月
）、
原
木
集
荷
、
国
有
林
シ
ス

テ
ム
販
売
、
皆
伐
に
向
け
た
立
木
調
査
及
び
購
入
、

林
産
事
業
等
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

 

Ｑ 

施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
は
？

Ａ「
森
林
経
営
計
画
」
を
作
成
し
た
こ
と
が
な
い
た
め
、

一
連
の
業
務
の
流
れ
を
学
び
た
か
っ
た
こ
と
と
、

森
林
所
有
者
か
ら
立
木
購
入
を
行
う
際
に
、
森
林

の
価
値
を
適
正
に
評
価
で
き
る
知
識
・
技
術
を
習

得
し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
３
ー
４
０
１
１（
内
線
２
３
６
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
濃
農
林
事
務
所
ま
で

サバイバルゲーム

施業プランナー
育成研修

施業プランナー
育成研修

地域の森林を担う施業プランナー

【
中
濃
農
林
事
務
所
　
間
野
　
知
宏
】

岐阜県森林組合連合会
岐阜林産物共販所（関市）

荒井 明宏さん

中濃森林組合（美濃市）

亀川 侑真さん

「
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
研
修
」
に
お
い
て
も
、
向
上
心

を
持
ち
な
が
ら
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

今
後
、
岐
阜
県
の
林
業
を
担
っ
て
い
く
二
人
の
活

躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

自然学総合研究所　野平 照雄●Teruo Nohira

　平成３１年大相撲初場所は関脇玉鷲が優勝した。玉鷲の目には
涙。それを払いながらの笑顔。いい表情だった。しかもこの日
の朝、赤ちゃんが産まれたとのこと。二重の喜びとなり、玉鷲に
とっては最高の日であったであろう。おめでとう、玉鷲関。玉鷲
関を見ているうちに、さびしそうな表情の稀勢の里が目に浮か
んできた。稀勢の里は第72代横綱。2年前に横綱昇進。当時、
久しぶりの日本人横綱誕生として、皆から祝福され、期待され
ていた力士だ。新横綱の場所も順調に勝ち進み、今場所も優勝
するだろうと思った。ところが悲劇が襲った。13日目に大けがを
したのである。それでも出場した。新横綱の場所なので休めな
かったのであろう。この執念で優勝。稀勢の里の人気は最高潮
となった。しかし、この代償は大きかった。怪我の影響で翌場
所からは途中休場と全休の繰り返しで、2年も経たないうちに引
退。短命横綱となってしまった。今思えばあの大けがが致命傷。
あそこで休場し、時間をかけて治療していればもっと優勝でき
たであろう。しかし、稀勢の里にすれば休場していては横綱の
責任が果たせない。この思いがあったに違いない。無念だった
だろう。稀勢の里が気の毒になってくる。

×　　×　　×　　×
　稀勢の里は若い頃から注目されていた。とんとん拍子に番付
を上げ、18歳で幕内の力士となった。相撲は豪快で力強いので、
すぐに横綱になる。ひょっとしたら貴乃花と同じように22歳で横
綱になると言う人もいた。ところが、入幕後は安定して勝てな
くなってきた。小結、関脇は昇進しても、すぐに負け越して陥落。
この繰り返しが何場所も続いた。ようやく関脇に定住し、次は
大関だという場所になると負け越すのである。大事な時になる
と負けるので、稀勢の里はプレッシャーに弱いとレッテルが貼ら
れてしまった。それを克服したのか、ようやく大関に昇進。次
は横綱だと皆が期待した。この20年間、日本人の横綱がいない
からである。大関でも安定して勝ち続けた。しかし、念願の優
勝賜杯は手にすることが出来なかった。この一番という大事な
勝負になると負けてしまうのである。やはりプレッシャーに弱い。
これに勝たなければ横綱にはなれないと思った。それは私もプ
レッシャーに弱いからだ。たとえば原稿。締め切り日が迫ると、
精神的に追い詰められ、筆が進まなくなるからである。稀勢の
里の胸中が痛いほどわかった。

×　　×　　×　　×
　稀勢の里の大きな壁は、朝青龍、白鵬、日馬富士などのモン
ゴル出身力士。大関になってもこの壁が立ちはだかり、優勝で
きなかった。確かにモンゴル力士は強かった。しかも、これら外
国人力士は言うなれば出稼ぎ。生活がかかっているので、ハン

グリー精神が旺盛。勝つためなら強烈な張り手や、あごへのか
ち上げなどの荒い相撲を取ったりしていた。それにプレッシャー
とは無縁。大事な勝負となると、より力を発揮するのである。
ここが気性の優しい稀勢の里とは違うのだと思った。こんな光
景が目に浮かんできた。たくさんのクワガタムシがコナラの上
部にある樹液を目指して上っている。そこにたどり着くには、
他のクワガタムシと闘って勝たな
ければならない。あるクワガタム
シは勝ち続けて、樹液の近くまで
来た。しかしそこには外国産のク
ワガタムシがいた。これが強敵。
樹液から追い出すことが出来な
い。何回も挑戦しているうちによ
うやく勝利。しかし、喜びもつか
の間、次の闘いで負けてしまう。
しかも、地面に突き落とされ大け
が。地面には顔をゆがめているクワガタムシ。これが稀勢の里
のように見えた。その顔は無念そうであった。しかし、ここで
稀勢の里の顔は愛おしい少女の顔となった。

×　　×　　×　　×
　それは、千葉県で小学4年の女児が両親の虐待によって死亡
するという痛ましい事件が報道されたからである。この事件は
悲惨だった。報道されるたびに、この女児が哀れで気の毒になる。
同時に、腹が立ってくる。まず父親の暴行を母親が見ていたの
に止めなかったこと。その理由を母親は、娘が虐待されれば私
はDVを受けなくてすむと言うのだからあきれてしまう。どの母
親もわが子は可愛いはずだ。助けるために火の中へ飛び込む人
もいる。それなのにこの母親の無責任というか愛情のなさ。女
児が可愛そうで目頭が熱くなる。次に行政の無責任な対応。特
に女児が自分の名前を書いて「お父さんにぼう力を受けていま
す。夜中に起こされたり起きているときにけられたりたたかれた
りします。先生、どうにかできませんか」。この悲痛な叫び。誰
にも届かなかった。小学校や児童相談所が連携していれば、こ
の女児は助かったかも知れない。多くの人が思っているであろ
う。テレビに映る女児の顔。笑顔が可愛い。この女児がわずか
10歳で天国へ旅立ってしまった。無念だっただろうと思うと、ま
た目頭が熱くなってくる。無念といえば稀勢の里。怪我で横綱
の責任を果たせなかったので同じであろう。しかし、稀勢の里
には親方としての仕事がある。強い横綱を育てて、無念を晴ら
して欲しい。しかし、女児はそれが出来ない。無念だろうなー。
また、目頭が熱くなってきた。

－ 無念だろうなー、クワガタムシ － 【第334回】
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を
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れ
、
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造
材
方
法
を
提

案
で
き
た
時
や
、
自
分
で
調
査
し
た
森
林
を
入
札

で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
、
生
産
し
た
木
材
が
市

で
高
く
売
れ
た
時
で
す
。

 

Ｑ 

趣
味
の「
フ
ッ
ト
サ
ル
」に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
？

Ａ
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
な
の
で
、
月
に
一
回
ほ

ど
、地
元
の
仲
間
と
集
ま
り
、汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

 

Ｑ 

今
後
の
目
標
は
？

Ａ
平
成
三
十
年
十
月
よ
り
、
直
営
の
林
産
班
を
担
当

し
、
事
業
地
確
保
や
施
工
管
理
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
現
場
に
合
っ
た
効
率
的
な
作
業
シ
ス
テ
ム

を
選
択
し
、
実
施
で
き
る
よ
う
日
々
勉
強
中
で
す
。

今
後
は
、
林
産
技
術
に
磨
き
を
か
け
、
森
林
組
合

等
に
対
し
て
、
木
材
生
産
性
向
上
に
向
け
た
技
術

支
援
を
行
え
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

地 域の人

　
県
で
は
、
森
林
経
営
計
画
の
作
成
か
ら
実
行
監
理

ま
で
を
行
う
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、「
施
業
プ
ラ
ン

ナ
ー
」
を
認
定
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
平
成
三
十
年
度
に
認
定
さ
れ
、
地
域
に

合
っ
た
森
林
づ
く
り
を
提
案
し
、
実
践
し
て
い
る
二

人
の
若
者
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　中
濃
森
林
組
合
（
美
濃
市
）
亀
川 

侑
真
さ
ん
　

 
Ｑ 
日
々
の
業
務
内
容
は
？

Ａ
就
職
し
て
か
ら
４
年
目
と
な
り
、
主
に
森
林
作
業

道
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
線
形
の
検
討
、
現
場
の

施
工
管
理
ま
で
を
一
貫
し
て
担
当
し
て
お
り
、
平

成
三
十
年
度
は
十
二
路
線
を
開
設
し
ま
し
た
。
ま

た
、
森
林
経
営
計
画
の
作
成
・
変
更
・
実
行
監
理

や
森
林
整
備
事
業
に
係
る
現
地
調
査
・
測
量
、
書

類
作
成
の
補
助
も
行
っ
て
い
ま
す
。

 

Ｑ 

施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
は
？

Ａ
長
期
的
な
視
点
を
持
ち
、
森
林
所
有
者
に
満
足
し

て
も
ら
え
る
よ
う
な
山
づ
く
り
を
実
践
し
た
い
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。

 

Ｑ 

ど
ん
な
山
づ
く
り
を
し
た
い
で
す
か
？

Ａ
継
続
的
に
木
材
生
産
を
行
い
、
森
林
所
有
者
へ
還

元
で
き
る
よ
う
な
「
木
材
生
産
林
」
を
つ
く
り
た

い
で
す
。

 

Ｑ 

や
り
が
い
を
感
じ
る
の
は
ど
ん
な
時
で
す
か
？

Ａ
設
計
ど
お
り
に
森
林
作
業
道
を
開
設
す
る
こ
と
が

で
き
、
森
林
所
有
者
か
ら
感
謝
さ
れ
た
時
で
す
。

 

Ｑ 

趣
味
の
「
サ
バ
イ
バ
ル
ゲ
ー
ム
」
に
つ
い
て

　 

教
え
て
く
だ
さ
い
？

Ａ
二
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
エ
ア
ガ
ン
で
撃
ち
合
う

ゲ
ー
ム
で
す
。
県
内
外
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
、
今
度
参
加
す
る
の
は
二
百
人
規
模
の

も
の
で
す
。

 

Ｑ 

今
後
の
目
標
は
？

Ａ
森
林
整
備
に
つ
い
て
は
、
部
分
的
な
業
務
が
多
い

の
で
、
集
約
化
、
施
業
の
提
案
と
実
行
、
生
産
ま

で
一
連
の
流
れ
を
一
人
で
担
当
で
き
る
よ
う
に
な

り
た
い
で
す
。

　岐
阜
県
森
林
組
合
連
合
会
　

　岐
阜
林
産
物
共
販
所
（
関
市
）
荒
井 

明
宏
さ
ん

 

Ｑ 

日
々
の
業
務
内
容
は
？

Ａ
共
販
市
（
２
回
／
月
）、
原
木
集
荷
、
国
有
林
シ
ス

テ
ム
販
売
、
皆
伐
に
向
け
た
立
木
調
査
及
び
購
入
、

林
産
事
業
等
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

 

Ｑ 

施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
は
？

Ａ「
森
林
経
営
計
画
」
を
作
成
し
た
こ
と
が
な
い
た
め
、

一
連
の
業
務
の
流
れ
を
学
び
た
か
っ
た
こ
と
と
、

森
林
所
有
者
か
ら
立
木
購
入
を
行
う
際
に
、
森
林

の
価
値
を
適
正
に
評
価
で
き
る
知
識
・
技
術
を
習

得
し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
３
ー
４
０
１
１（
内
線
２
３
６
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
濃
農
林
事
務
所
ま
で

サバイバルゲーム

施業プランナー
育成研修

施業プランナー
育成研修

地域の森林を担う施業プランナー

【
中
濃
農
林
事
務
所
　
間
野
　
知
宏
】

岐阜県森林組合連合会
岐阜林産物共販所（関市）

荒井 明宏さん

中濃森林組合（美濃市）

亀川 侑真さん

「
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
研
修
」
に
お
い
て
も
、
向
上
心

を
持
ち
な
が
ら
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

今
後
、
岐
阜
県
の
林
業
を
担
っ
て
い
く
二
人
の
活

躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　講
師
●
杉
本

　和
也

地
形
を
立
体
で
み
る

森
林
研
究
所
●
和
多
田 

友
宏

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
7
5
ー
3
3
ー
2
5
8
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

森
林
研
究
所
ま
で

森
林
作
業
道
に
お
け
る
路
体
損
壊
箇
所
と

構
造
物
設
置
箇
所
の
実
態
に
つ
い
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
っ
て
い
れ
ば
、

日
本
全
国
見
た
い
と
こ
ろ
の
３
Ｄ
モ
デ
ル
を

表
示
で
き
ま
す
。

実
際
に
み
て
み
よ
う

　

岐
阜
県
内
の
立
体
で
見
る
と
面
白
い
地
形

を
紹
介
し
ま
す
。

①
山
県
市
・
本
巣
市
境
の
尾
並
坂
峠
～
山
県

市
青
波
に
至
る
国
道
４
１
８
号
沿
い
：
武

儀
川
断
層
が
つ
く
っ
た
直
線
谷
が
と
て
も

明
瞭
で
す
。

②
帰
雲
山（
白
川
村
）：
１
５
８
６
年
に
大
崩

壊
を
起
こ
し
、
城
と
城
下
町
が
一
夜
に
し

て
埋
没
し
ま
し
た
。
崩
壊
箇
所
と
移
動
し

た
土
砂
が
は
っ
き
り
わ
か
り
ま
す
。

③
飛
騨
市
神
岡
町
中
心
部
の
河
岸
段
丘
地
形
：

何
段
も
の
段
丘
が
高
原
川
沿
い
に
発
達
し

て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。

　

他
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
面
白
い

の
で
ぜ
ひ
確
認
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。

簡
単
に
立
体
で
見
る
方
法

①
国
土
地
理
院
の
Ｈ
Ｐ
地
図

　

W
e
b
ブ
ラ
ウ
ザ
を
利
用
し
て
国
土
地
理

院
が
発
行
す
る
１
／
２
５
，
０
０
０
地
形
図
の

他
、
陰
影
起
伏
図（
地
表
面
に
向
か
っ
て
光
を

当
て
、
地
形
の
凹
凸
を
陰
影
で
表
現
し
た
も

の
）や
色
別
標
高
図（
標
高
の
変
化
を
陰
影
や

標
高
の
段
階
的
な
色
分
け
に
よ
り
分
か
り
や

す
く
表
現
し
た
も
の
）を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
大
き
な
断
層
の
判
読
、大
規
模
な
地
滑
り
、

崩
壊
、
火
山
地
形
な
ど
は
こ
れ
で
十
分
で
す
。

②
Ｃ
Ｓ
立
体
図

　

長
野
県
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
が
考
案
し
た

微
地
形
を
立
体
的
に
表
現
で
き
る
図
で
す
。

国
土
地
理
院
の
Ｈ
Ｐ
地
図
で
は
、
10
ｍ
毎
、

場
所
に
よ
っ
て
5
ｍ
毎
の
標
高
値
を
元
に
色

別
標
高
図
な
ど
を
作
成
し
て
い
ま
す
が
、
局

所
的
な
露
岩
や
湧
水
地
の
存
在
、
小
規
模
な

地
滑
り
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
こ
の
Ｃ
Ｓ
立
体

図
は
1
ｍ
毎（
も
し
く
は
0.5
ｍ
毎
）の
標
高
値

を
利
用
し
て
作
成
し
て
い
る
の
で
、
か
な
り

地
形
を
立
体
で
み
る
と
面
白
い

　

地
形
を
立
体
的
に
み
る
技
術
は
昔
か
ら
あ

り
、
裸
眼
で
視
差
を
利
用
し
て
立
体
視
す
る

方
法
、
反
射
実
体
鏡
を
使
っ
て
立
体
視
す
る

方
法
、
専
用
の
赤
青
メ
ガ
ネ
を
使
っ
て
立
体

的
に
見
る
ア
ナ
グ
リ
フ
な
ど
、
い
ろ
ん
な
方

法
が
あ
り
ま
す
が
、
特
別
な
技
量
や
器
具
が

必
要
で
し
た
。
ま
た
等
高
線
が
入
っ
た
地
形

図
を
見
れ
ば
尾
根
や
谷
な
ど
地
形
の
判
読
は

可
能
で
あ
り
、
地
滑
り
や
断
層
な
ど
各
種
の

地
形
種
の
判
読
も
可
能
で
す
が
、
等
高
線
を

元
に
頭
の
中
で
立
体
の
地
形
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
と
い
う
の
は
少
々
難
し
い
も
の
で
す
。

　

地
震
や
火
山
の
噴
火
が
多
発
し
、
降
水
量

も
多
い
湿
潤
変
動
帯
の
日
本
で
林
業
を
行
う

た
め
に
は
、
地
形
に
つ
い
て
理
解
す
る
事
が

と
て
も
重
要
で
す
！
と
い
う
よ
り
、
単
純
に

立
体
で
地
形
を
見
る
と
面
白
い
！
と
い
う
こ

と
を
お
伝
え
す
る
た
め
に
、
簡
単
に
地
形
を

立
体
で
見
る
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

細
か
い
地
形
ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

岐
阜
県
の
Ｃ
Ｓ
立
体
図
は
Ｇ
空
間
情
報
セ
ン

タ
ー
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
事
が
可
能
で

す
。
ち
な
み
に
位
置
情
報
が
付
い
て
い
る
た

め
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
で
も
表
示
す
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。

③
Ｇ
Ｉ
Ｓ
で
３
Ｄ
モ
デ
ル
を
作
成

　

こ
れ
は
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
使
っ
て
い
な
い
人
に

と
っ
て
は
簡
単
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
と
て
も
面
白
い
機
能
な
の
で
紹
介

し
ま
す
。
Ｑ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
と
い
う
フ
リ
ー
の
Ｇ
Ｉ

Ｓ
ソ
フ
ト
の
３
Ｄ
表
示
機
能
を
使
い
ま
す

（Q
gis2threejs

と
い
う
プ
ラ
グ
イ
ン
を
使

用
）。
紙
面
の
関
係
で
あ
ま
り
詳
し
く
方
法
を

お
伝
え
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
が
、
下
図

の
よ
う
に
立
体
で
表
示
し
、
さ
ら
に
自
由
に

回
転
さ
せ
な
が
ら
３
６
０
度
見
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。
図
は
岐
阜
県
と
長
野
県
の
県
境
に

あ
る
御
嶽
山
で
す
が
、
火
口
か
ら
流
れ
出
た

熔
岩
流
を
は
っ
き
り
確
認
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
特
別
な
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
は
必
要
な
く
、

GISで作成した御嶽山の３D（長野県側）
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森
林
研
究
所
●
和
多
田 

友
宏

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
7
5
ー
3
3
ー
2
5
8
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

森
林
研
究
所
ま
で

森
林
作
業
道
に
お
け
る
路
体
損
壊
箇
所
と

構
造
物
設
置
箇
所
の
実
態
に
つ
い
て

は
じ
め
に

　

森
林
作
業
道
は
、
間
伐
を
は
じ
め
と
す
る

森
林
整
備
、
木
材
の
集
積
・
搬
出
の
た
め
継

続
的
に
用
い
ら
れ
る
道
で
す
。
地
形
に
沿
っ

て
開
設
す
る
こ
と
で
作
設
費
用
を
抑
え
つ

つ
、
繰
返
し
の
使
用
に
耐
え
る
丈
夫
で
簡
易

な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
を
踏
ま
え
、
森
林
作
業
道
作
設
指
針
で
は
、

路
体
は
堅
固
な
土
構
造
に
よ
る
こ
と
を
基
本

と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
急
傾
斜
地
に
お

い
て
は
、
か
ご
枠
等
の
簡
易
な
構
造
物
を
設

置
し
な
け
れ
ば
、
損
壊
が
起
こ
り
や
す
く
な

る
た
め
、
継
続
的
な
利
用
が
困
難
と
な
り
ま

す
。

　

過
去
の
森
林
の
た
よ
り
（
第
７
５
９
号
、

第
７
６
４
号
）
で
、
急
傾
斜
地
で
の
森
林
作

業
道
の
崩
壊
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
が
、

今
回
は
斜
面
傾
斜
と
路
体
損
壊
箇
所
や
簡
易

構
造
物
設
置
箇
所
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
、

既
設
の
森
林
作
業
道
で
調
査
し
た
事
例
を
報

告
し
ま
す
。

調
査
路
線
お
よ
び
調
査
内
容

　

調
査
路
線
は
、
平
成
24
年
度
に
作
設
さ

れ
た
森
林
作
業
道
（
全
幅
員
3.6
ｍ
、
延
長

1
，
7
8
6
m
）
で
す
（
図
１
）。
現
地
の
地

質
は
砂
岩
泥
岩
互
層
（
5
万
分
の
1
地
質
図

幅
よ
り
）
で
す
。

　

調
査
内
容
は
、
簡
易
構
造
物
（
鋼
製
Ｌ
型

擁
壁
工
）
設
置
箇
所
の
位
置
、
路
体
損
壊
箇

所
の
位
置
、
路
体
損
壊
の
種
類
（
崩
壊
・
ク

ラ
ッ
ク
）、
道
下
斜
面
傾
斜
度
（
図
２
）
な

ど
で
す
。

調
査
結
果

　

路
体
損
壊
（
崩
壊
・
ク
ラ
ッ
ク
）
箇
所
の

道
下
の
斜
面
傾
斜
度
は
す
べ
て
35
度
以
上
で

し
た
（
図
３
）。
ま
た
、
鋼
製
Ｌ
型
擁
壁
工

は
す
べ
て
道
下
斜
面
傾
斜
35
度
以
上
の
箇
所

に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
構
造
物
設
置
箇
所
で

の
路
体
の
損
壊
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た

（
図
３
）。

　

以
上
の
結
果
か
ら
、
こ
の
事
例
で
は
、
道

下
の
斜
面
傾
斜
度
が
35
度
以
上
の
箇
所
で
は

構
造
物
を
設
置
し
な
け
れ
ば
、
路
体
が
不
安

定
と
な
り
得
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
該
箇
所
と
地
質
な
ど
の
条
件
が

異
な
る
場
所
で
は
、
結
果
が
異
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
今
後
も
他
の
路
線
で
同

じ
調
査
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

お
わ
り
に

　

急
傾
斜
地
で
は
、
構
造
物
を
設
置
し
な
け

れ
ば
、
路
体
が
不
安
定
と
な
り
得
る
こ
と
か

ら
、
損
壊
が
発
生
し
に
く
い
丈
夫
な
森
林
作

業
道
を
作
設
す
る
に
は
、
で
き
る
限
り
急
傾

斜
地
を
避
け
た
線
形
と
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

森
林
研
究
所
で
は
、
急
傾
斜
地
を
判
読
し

や
す
い
傾
斜
区
分
図
等
を
作
成
し
、W

eb

サ

イ
ト
「
Ｇ
空
間
情
報
セ
ン
タ
ー
」
上
に
公
開

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
公
開
し
た
「
岐

阜
県
傾
斜
区
分
図
」
等
は
、W

ebIG
S

「
ひ

な
た
Ｇ
Ｉ
Ｓ
」
に
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
通

信
可
能
な
場
所
で
あ
れ
ば
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
で
現
在
位
置
を
確
認
し
な
が
ら
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
れ
ら
の
図
面
を
活
用
し
て
い
た
だ

き
、
丈
夫
な
道
づ
く
り
の
推
進
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

図１　調査箇所の傾斜区分図

図２　森林作業道横断図

図３　道下斜面傾斜分布
図３ 道下斜面傾斜分布
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普及コーナー

岐阜県のキノコ生産

●
詳
し
い
内
容
を
知
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は
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森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
ま
で

■岐阜県立森林文化アカデミー　今井 和重

は
じ
め
に

　

皆
さ
ん
は「
特
用
林
産
物
」と
聞
い
て
、
何

を
思
い
浮
か
べ
る
で
し
ょ
う
か
？「
特
用
」の

文
字
か
ら「
な
に
か
特
別
な（
珍
し
い
）も
の
」

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
特
用
林
産
物
は
私
た
ち
の
身
近
に
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

特
用
林
産
物
と
は「
一
般
に
用
い
ら
れ
る

木
材
を
除
き
、
森
林
原
野
を
起
源
と
す
る
生

産
物
の
総
称
」と
さ
れ
て
お
り
、
山（
森
林
）

か
ら
得
ら
れ
る
木
材（
用
材
）以
外
の
生
産
物

を
指
し
ま
す
。
キ
ノ
コ
類
を
は
じ
め
、
山
菜
・

薬
草
・
樹
実
な
ど
の
食
材
、
漆
や
木
蝋
な
ど

の
樹
脂
類
、
木
炭
な
ど
が
あ
り
、
ス
ー
パ
ー

で
見
か
け
る
シ
イ
タ
ケ
や
ブ
ナ
シ
メ
ジ
な
ど

キ
ノ
コ
類
の
ほ
か
、
ワ
サ
ビ
や
タ
ケ
ノ
コ
な

ど
も
特
用
林
産
物
で
す
。

　

岐
阜
県
の
平
成
29
年
林
業
産
出
額（
農
林

水
産
省
）は
90
億
8
千
万
円
で
す
が
、
37
％

に
あ
た
る
約
34
億
円
が
特
用
林
産
物
で
す
。

そ
の
う
ち
の
約
90
％（
31
億
円
）が
栽
培
キ
ノ

コ
に
よ
る
も
の
で
す
。
今
回
は
岐
阜
県
の
林

業
産
出
額
の
大
き
な
部
分
を
占
め
て
い
る
キ

ノ
コ
生
産
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

原
木
栽
培

　

原
木
栽
培
は
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
伐
採

し
た
コ
ナ
ラ
な
ど
の「
原
木
」に
、
種
菌
を
植

え
付
け
て
キ
ノ
コ
を
栽
培
し
ま
す
。

　

岐
阜
県
で
原
木
栽
培
さ
れ
て
い
る
キ
ノ
コ

の
ほ
と
ん
ど
が
シ
イ
タ
ケ
で
す
。
原
木
シ
イ

タ
ケ
は
昭
和
50
年
代
か
ら
周
年
栽
培
が
普
及

　

ま
た
、
シ
イ
タ
ケ
生
産
者
の
高
齢
化
や
後

継
者
不
足
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
岐
阜

県
の
シ
イ
タ
ケ
栽
培
の
歴
史
は
長
く
、
高
い

栽
培
技
術
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
の
技
術
を
次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
に
も

後
継
者
対
策
を
急
ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

菌
床
栽
培

　

菌
床
栽
培
は
、
オ
ガ
コ
に
コ
メ
ヌ
カ
な
ど

の
栄
養
分
を
加
え
、
栽
培
袋
等
の
容
器
に
詰

め
殺
菌
し
た「
培
地
」に
種
菌
を
植
え
付
け
て

キ
ノ
コ
を
栽
培
し
ま
す
。
岐
阜
県
で
最
も
多

く
栽
培
さ
れ
て
い
る
キ
ノ
コ
は
シ
イ
タ
ケ

で
、
県
産
シ
イ
タ
ケ
の
約
94
％
が
菌
床
栽
培

で
す
。
岐
阜
県
で
の
菌
床
シ
イ
タ
ケ
栽
培
は
、

昭
和
60
年
代
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
現
在
は

大
規
模
な
周
年
栽
培
も
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
多
く
の
生
産
者
は
冬
か
ら
春
に
、
各
地

の
菌
床
セ
ン
タ
ー
で
製
造
し
た
菌
床
を
購
入

し
、
夏
の
間
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等
で
培
養
し

た
後
、
秋
か
ら
翌
春
に
か
け
収
穫
し
ま
す
。

　

特
に
飛
騨
や
郡
上
で
は
、
夏
季
の
野
菜（
ト

マ
ト
や
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
な
ど
）と
の
組
み
合

わ
せ
に
よ
り
シ
イ
タ
ケ
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま

し
、
生
産
の
規
模
が
拡
大
し
た
こ
と
で
専
業

化
が
進
み
ま
し
た
。
規
模
拡
大
に
伴
い
、
東

北
地
方
な
ど
か
ら
原
木
を
調
達
し
て
い
ま
し

た
が
、
東
日
本
大
震
災
以
降
は
放
射
線
の
問

題
で
入
手
が
難
し
く
な
り
、
現
在
は
飛
騨
地

方
の
原
木
が
多
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
利
用
可
能
な
資
源
の
減
少
や
伐
採
者
の

高
齢
化
が
進
み
、
今
後
の
原
木
確
保
へ
の
影

響
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
一
方
で
、
県
内
の
古

く
か
ら
の
シ
イ
タ
ケ
産
地
で
は
、
地
域
の
原

木
を
利
用
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
当
時
伐
採

さ
れ
た
コ
ナ
ラ
林
が
利
用
可
能
な
状
態
に

育
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

シ
イ
タ
ケ
栽
培
に
は
20
～
30
年
で
伐
採
さ

れ
る
若
い
木
が
適
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

伐
採
の
時
期
が
遅
れ
る
こ
と
で
大
径
木
に
な

り
、
シ
イ
タ
ケ
栽
培
に
適
さ
な
く
な
る
ば
か

り
か
、
萌
芽
更
新
も
難
し
く
な
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
利
用
に
適
し
た
コ
ナ
ラ
林
を
伐
採

で
き
る
よ
う
、
資
源
状
況
の
調
査
や
原
木
生

産
の
た
め
の
仕
組
み
作
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

▲原木シイタケ栽培

▲伐採適期のコナラ林
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森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
ま
で

■岐阜県立森林文化アカデミー　今井 和重

　　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
品
質
の
高
い
キ

ノ
コ
の
安
定
生
産
や
、
一
菌
床
当
た
り
の
収

穫
量（
収
益
）の
増
加
を
目
指
す
と
と
も
に
、

既
存
の
菌
床
セ
ン
タ
ー
等
を
活
用
し
、
キ
ク

ラ
ゲ
な
ど
新
た
な
キ
ノ
コ
生
産
の
振
興
に
も

取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得
に
向
け
た
支
援

　

Ｇ
Ａ
Ｐ
と
は
、Good Agricultural Practices

（
＝
農
業
生
産
工
程
管
理
）の
略
で
、「
農
業
に

お
い
て
、
食
品
の
安
全
、
環
境
保
全
、
労
働

安
全
等
の
持
続
可
能
性
を
確
保
す
る
た
め
の

生
産
工
程
管
理
」の
取
り
組
み
で
す
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
契
機
に
、
全
国
で
Ｇ
Ａ
Ｐ
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
の
取
得
に
よ

り
、
生
産
工
程
の
安
全
性
や
持
続
性
を
客
観

関
わ
る
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
課
題
解
決
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。終

わ
り
に

　

か
つ
て
キ
ノ
コ
は
、
収
穫
ま
で
長
い
時
間

を
要
す
る
木
材
生
産
を
補
完
す
る
作
物
と
し

て
栽
培
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
市
場

の
形
成
や
技
術
開
発
な
ど
に
よ
り
、
生
産
は

大
規
模
な
も
の
と
な
り
、
企
業
的
な
経
営
が

中
心
に
な
り
ま
し
た
。

　

キ
ノ
コ
生
産
の
状
況
は
大
き
く
変
わ
り
ま

し
た
が
、
栽
培
に
木
材（
原
木
や
オ
ガ
コ
）を

利
用
す
る
点
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
キ
ノ
コ
の

生
産
に
よ
り
、
森
林
資
源
を
循
環
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
、
自
然
環
境
や
里
山
の
保
全
に

も
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
志
向
の
高
ま
り
で
、
キ
ノ
コ

が
食
卓
に
上
る
機
会
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

キ
ノ
コ
は
カ
ロ
リ
ー
が
低
く
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ

ネ
ラ
ル
類
が
豊
富
で
す
。
加
え
て
機
能
性
成

分
も
多
く
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
成
人
病
に

陥
り
や
す
い
現
代
人
に
と
っ
て
理
想
的
な
食

材
と
言
え
ま
す
。

　

今
後
は
林
業
振
興
の
視
点
に
加
え
、
健
康

維
持
に
欠
か
せ
な
い
優
れ
た
食
材
で
あ
る

「
キ
ノ
コ
」を
皆
さ
ん
に
安
心
し
て
食
べ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
岐
阜
県
の
キ
ノ
コ
生
産
振
興

に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

す
。
な
お
、
岐
阜
県
産
菌
床
シ
イ
タ
ケ
の
多

く
が「
や
ま
っ
こ
」と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
で
流
通

し
て
お
り
、
市
場
で
も
高
い
評
価
を
得
て
い

ま
す
。

　

そ
の
他
の
菌
床
栽
培
で
は
、
ヒ
ラ
タ
ケ
が

昭
和
50
年
代
か
ら
広
く
栽
培
さ
れ
、
一
時
は

岐
阜
県
が
全
国
一
の
生
産
量
を
誇
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
ヒ
ラ
タ
ケ
生
産
が
減
少
す

る
一
方
で
、
ブ
ナ
シ
メ
ジ
、
ナ
メ
コ
、
マ
イ

タ
ケ
、
エ
リ
ン
ギ
な
ど
様
々
な
キ
ノ
コ
が
栽

培
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

キ
ノ
コ
は
比
較
的
大
規
模
な
施
設
に
空
調
設

備
な
ど
を
備
え
、
年
間
を
通
し
て
栽
培
さ
れ

て
い
ま
す
。
施
設
で
は
、
培
地
の
製
造
か
ら

植
菌
、
培
養
、
収
穫
ま
で
の
一
連
の
作
業
を

行
っ
て
お
り
、
栽
培
環
境
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

や
、
雑
菌
の
無
い
ク
リ
ー
ン
な
状
態
を
保
つ

た
め
の
高
い
技
術
と
設
備
が
必
要
で
す
。
近

年
は
企
業
に
よ
る
大
規
模
な
生
産
が
進
み
、

キ
ノ
コ
類
の
供
給
量
が
増
え
た
こ
と
な
ど
か

ら
価
格
の
低
迷
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
大
き
な
投
資
を
伴
う
新
た
な
施
設
整
備

は
難
し
い
状
況
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

的
に
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
、
基
本
ブ
ラ
ン

ド
力
の
強
化
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
生
産
者

の
栽
培
に
対
す
る
安
全
意
識
や
、
信
用
の
向

上
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
キ
ノ
コ
生
産

に
お
い
て
も
Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得
に
向
け
支
援
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

キ
ノ
コ
生
産
振
興
に
向
け
て

　

岐
阜
県
産
キ
ノ
コ
の
生
産
量
や
、
収
益
を

増
や
す
こ
と
を
目
的
に
、
県
の
特
用
林
産
担

当
者（
県
産
材
流
通
課
、
森
林
研
究
所
、
森

林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
職
員
）に
よ
る
検
討
会

議
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
中
で
は
、
各
地
域
で
の
キ
ノ
コ
生
産

の
状
況
調
査
を
基
に
、
課
題
の
整
理
や
対
策

な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
会
議

で
は
、
安
定
的
に
原
木
等
の
資
源
を
確
保（
保

全
）す
る
仕
組
み
づ
く
り
や
、
後
継
者
対
策
、

新
た
な
キ
ノ
コ
の
栽
培
な
ど
多
く
の
課
題
に

つ
い
て
具
体
的
な
対
応
策
を
検
討
し
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
何
れ
も
難
し
い
課
題
で
あ
り
、

課
題
解
決
の
た
め
関
係
者
の
方
々
と
情
報
を

共
有
し
な
が
ら
、
一
緒
に
考
え
る
こ
と
が
不

可
欠
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
キ
ノ
コ
生
産
に

▲菌床シイタケ栽培

▲菌床栽培施設（培養室）

▲菌床栽培施設（発生室）

▲会議の様子
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国
有
林
の
現
場
か
ら

「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
」の

　
　
　
　
災
害
復
旧
工
事
に
つ
い
て

31

ツバメの巣が落ちてしまった！

　春から初夏にかけては野鳥の子育てシーズンです。勝手に野鳥を飼うことは法律で禁止されていますが、もし、
人間が野鳥のヒナを拾って育てるとどうなるでしょうか。
　人間は、ヒナにエサの取り方や、天敵からの身の守り方などを教えることはできません。人間に育てられたヒナは
自然の中で生きる方法を知らずに育つため、二度と自然に戻れない鳥になってしまいます。
　また、安易に野鳥を餌付けすると、人慣れして人間の食べ物を狙ったり、密集して感染症の拡大を招いたり、渡り
の時期が狂ったり、数が増えすぎて生態系に影響を与えることもあります。安易な餌付けはしないでください。

　連続講座「野生動物を知る」は、野生動物の基本的な生態から先進的な研究、全国各地の鳥獣害対策事例などを広
く県民の方に知って頂くことを目的として、2017年度から岐阜大学※で開講し、これまでに県内外から累計1,000名以
上の方々が参加しています。
　今年度も各分野で活躍する講師をお招きし、野生動物に関する講座を年8回開講します。講師による1時間半の講演
の後に、参加者の方の疑問を講師に質問する機会も設けています。6月から開講しますので、是非ご参加ください。

　カップ麺の容器やザルにちぎった新聞紙などの代用巣材を敷いて、
その中にヒナを入れ、元の巣の位置から近い場所にひもやガムテープ
で固定しておく方法があります。

【環境企画課　宮川 紀子】　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 0584ｰ272ｰ8231 生物多様性係まで

野鳥のヒナを拾わないで！

岐阜大学応用生物科学部101講義室（岐阜市柳戸1-1）
一般市民　行政職員　関係者等
無料

岐阜大学応用生物科学部附属野生動物管理学研究センター　寄附研究部門「鳥獣管理の教育と普及」
TEL＆FAX：058-293-3416（担当：森部・國永） E-mail：rcwm@gifu-u.ac.jp

過去の開催は以下より御覧ください
URL：https://www1.gifu-u.ac.jp/～rcwm/kakooshirase.html
Facebook：https://www.facebook.com/gurcwm/

※岐阜大学 野生動物管理学研究センター 寄附研究部門「鳥獣管理の教育と普及」は、清流の国ぎふ森林・環境基金事業（野生動物総合対
策普及推進事業）の一環として設置されております。当部門は、鳥獣対策の調査研究及び効果検証、鳥獣対策に取り組む人材の育成、教
育研究の充実と活性化を目的としています。

講座の様子

お問合せ先

連続講座「野生動物を知る」を開講します

第１回　野生鳥獣問題の歴史と鳥獣保護管理法の変遷
　常田邦彦 氏（元自然環境研究センター 研究主幹）

日　時

場　所

対　象

参加費

2019年6月8日（土）13時～15時
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国
有
林
の
現
場
か
ら

「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
」の

　
　
　
　
災
害
復
旧
工
事
に
つ
い
て

31

●
は
じ
め
に

　

昨
年
６
月
28
日
か
ら
７
月
上
旬
に
か
け
て

の
梅
雨
前
線
の
停
滞
と
、
台
風
７
号
の
影
響

に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
、「
平
成
30
年
７
月
豪

雨
」
と
名
付
け
ら
れ
た
記
録
的
な
大
雨
は
、

西
日
本
を
中
心
と
し
て
、
全
国
的
に
甚
大
な

豪
雨
被
害
を
与
え
ま
し
た
。

　

岐
阜
県
内
に
お
い
て
も
、
中
濃
地
域
か
ら

飛
騨
南
部
地
域
を
中
心
に
、
１
時
間
１
０
０

ミ
リ
を
超
え
る
猛
烈
な
雨
量
が
記
録
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
の
想
定
を
上
回
る
気
象
現
象
に
よ

り
、
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
浸
水
被
害
や
、
農

業
施
設
、
道
路
・
鉄
道
な
ど
の
損
壊
、
ま
た
、

山
地
災
害
が
各
所
で
引
き
起
こ
さ
れ
ま
し

た
。

　

岐
阜
森
林
管
理
署
管
内
に
お
い
て
も
、
管

理
経
営
す
る
国
有
林
内
に
お
い
て
、
局
地
的

な
山
地
の
崩
壊
の
ほ
か
、
林
道
や
治
山
施
設

へ
の
多
く
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
当
管
理

署
で
は
、
被
害
発
生
直
後
の
、
７
月
２
日
の

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
上
空
か
ら
の
調
査
を

皮
切
り
と
し
て
、
管
内
国
有
林
の
被
害
調
査

を
進
め
ま
し
た
。
当
管
理
署
の
管
内
は
、
県

内
10
市
町
村
に
お
よ
び
、
管
理
経
営
す
る
森

林
も
約
４
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
広
大
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
被
害
の
把
握
・
調
査
等
に
は
多
大

な
労
力
と
時
間
を
要
し
ま
す
が
、
署
員
全
員

が
一
丸
と
な
り
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
対

応
を
行
っ
た
結
果
、
幸
い
に
も
人
命
や
イ
ン

フ
ラ
設
備
等
へ
の
被
害
に
至
る
ケ
ー
ス
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

●
災
害
復
旧
に
む
け
た
工
事
の
実
施

　

国
有
林
内
で
発
生
し
た
山
地
災
害
の
う

ち
、
被
害
が
甚
大
な
場
合
や
、
緊
急
性
が
高

い
も
の
に
つ
い
て
は
、
民
有
林
の
場
合
と
同

様
に
、
予
算
を
確
保
し
た
上
で
、
早
期
に
復

旧
す
る
た
め
の
工
事
の
発
注
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

今
般
、
下
呂
市
小
坂
町
に
あ
る
落
合
国
有

林
に
お
い
て
、「
椹

さ
わ
ら

谷
（
唐
谷
）
災
害
関
連

緊
急
治
山
工
事
」
お
よ
び
「
若
栃
椹
谷
林
道

（
上
）
災
害
復
旧
工
事
」、「
唐
谷
林
道
災
害

復
旧
工
事
」
の
３
箇
所
の
災
害
復
旧
工
事
に

着
手
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

事
業
箇
所
は
、
治
山
、
造
林
、
生
産
等
の
国

有
林
野
事
業
の
実
施
区
域
の
取
り
付
け
（
入

り
口
）
部
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

回
の
災
害
復
旧
工
事
の
早
期
竣
工
に
よ
り
、

平
成
31
年
度
事
業
計
画
の
確
実
な
実
行
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

●
国
有
林
内
の
林
道
・
治
山
工
事

　

と
こ
ろ
で
、
民
有
林
関
係
の
皆
さ
ん
か
ら

は
、
国
有
林
内
で
実
施
さ
れ
る
林
道
や
治
山

工
事
は
、
直
接
的
に
は
関
係
が
無
い
も
の
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
国
有
林
は
、
そ
の
多
く
が
奥

地
の
急
峻
な
山
地
や
水
源
地
域
に
あ
っ
て
、

良
質
な
水
の
供
給
、
土
砂
災
害
の
防
止
・
軽

減
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
、
生
物
多
様
性
の

保
全
な
ど
、
皆
さ
ん
が
生
活
し
て
い
く
う
え

で
重
要
な
働
き
を
担
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

県
民
の
大
切
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
道
路
や
鉄

道
等
の
う
ち
、
山
間
部
に
あ
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
そ
の
周
辺
が
国
有
林
で
あ
る
こ
と
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
、
国
有

林
の
有
す
べ
き
機
能
を
保
全
、
維
持
す
る
た

め
の
林
道
・
治
山
工
事
の
実
施
も
、
間
接
的

に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
た
め
の
大
切

な
取
組
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
岐
阜
森
林
管
理
署
）

土石流を捕捉した治山ダム（草木谷）

唐谷林道（下呂市小坂町）の被災状況

落合国有林（下呂市小坂町）の工事箇所

林道工事
治山工事
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　「森のジョブステーションぎふ」では、林業の担い手確保に向けた取り組みの一環として、ぎふの林業の
魅力を発信するためのDVDとパンフレットを作成いたしました。

　DVDでは、「進化する林業～高性能林業機械の台頭～」「森林技術者の仕事と暮らし／二俣和也さん」
「森林技術者の仕事と暮らし／長谷川優美さん」「岐阜県林業の次世代リーダー」「林業の未来を創る担い
手の声」「森のジョブステーションぎふの紹介」の６本を収録しました。
　それぞれインタビューなどを中心として、ぎふの林業はもとより、ぎふの林業に携わる方々の魅力が伝わ
るような構成としています。

　パンフレットでは、「林業の仕事内容、高性能林業機械」「林業の役割」「岐阜県、岐阜県の森林と林業」
「森林技術者の声」「若手リーダーの声」「林業に就業するには」といったコンテンツを掲載しました。
　ぎふの森林・林業の特色や魅力はもちろんのこと、森のジョブステーションぎふが林業就業相談などにお
いて、相談者の方々からよくいただく様々な疑問や質問などにもお応えできる内容としています。

　それぞれのデザインや構成についても、若い新卒者・転職者の方々に関心を持っていただくことを意識し
て作成しましたので、是非、多くの皆さんにご覧いただき、一人でも多くの方々にぎふの林業に興味を持っ
ていただくことを期待しています。
　また、森のジョブステーションぎふとしても、林業の担い手確保に向けた強力なツールとして積極的に活
用していきたいと考えています。

　なお、DVD＆パンフレットの作成にあたっては、県内の多くの林業に関わる方々に撮影や取材への御協
力をいただきました。この場をお借りして、改めて御礼申し上げます。

ぎふの林業の魅力を伝えるDVD＆パンフレットを作成しました
森のジョブステーションぎふ

「YouTube」にも、DVDの動画を掲載した、森の
ジョブステーションぎふ公式チャンネルも開設しま
した。こちらもぜひご覧いただくとともに、チャン
ネル登録をお願いします！

電話番号 0575-33-4011（代表）※「森のジョブステーションぎふ」を呼び出してください。
E-mail  m-job@gifu-shinrin.or.jp

上記のDVDとパンフレットの提供を希望される方は、以下までご連絡ください。

■YouTube公式チャンネルの開設！

［DVD］ ［パンフレット］ 

問合せ先
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● C O L U M N

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コラム 　新元号「令和」になって、初めての号になります。
　元号発表があって初めて聞いた時には、なんか変だなと正直思いました。
　「昭和」から「平成」に変わった時、私は中学３年生でしたが、その時も同

じような感覚だった事を覚えております。
　しかし、少し日にちが経つにつれて、「令和」と口にする事も多くなり、言いやすく、やさ
しい感じがして、すごく良い元号だなと思い始めています。
　「令和」には、人々が美しく心を寄せ合う中で、新しい文化、新しい時代を切り開いてい
くという思いが込められているとのことです。
　偶然と言っておりますが、紙幣のデザインも一新されます。
　「令和」という時代が良い時代になってくれると嬉しいですね。

森林・林業関係イベントカレンダー（5～6月）
開催日 行事名等 内　容　等 開催場所

問い合わせ先

林業者向け

5月15日㈬～
5月16日㈭

6月11日㈫～
6月12日㈬

6月25日㈫～
6月26日㈬

5月14日㈫

林材業労災防止協会岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

林材業労災防止協会岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

関市洞戸市場294-5（洞戸ふれあいセンター）チェーンソーを用いて
行う伐木等の業務従事者
（３～５年従事者）
安全衛生教育

5月9日㈭

6月4日㈫

6月1日発行
イベント情報

わがまちの森林・環境行政（30）

市況情報

その他

連載
●山の歳時記（166）
●山のおじゃまむし（335）

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（78）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

6月号
予定

●講習時間：9:00～16:00 学科・実技
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：11,500円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

●講習時間：  9:00～15:00 学科
　　　　　　15:00～16:10 実技
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：11,340円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

●講習時間：15日 8:30～17:40 学科
　　　　　  16日 8:30～17:30 実技
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：18.900円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

●講習時間：  9:20～15:00 学科
　　　　　　15:00～16:30 実技
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：11,340円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

●講習時間： 11日 8:30～17:40 学科
　　　　　　12日 8:30～17:30 実技
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：18,900円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

●講習時間：25日 9:00～16:00 学科
　　　 　　 26日 9:00～16:00 実技
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：38,880円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）
学科及び実技一部免除者を含む。実技講習は10名
単位の開催となりますので実技受講者が10名以上
の場合は翌日になりますのでお問合せ下さい。）

高山市新宮町112-7（県森連飛騨林産物共販所）

林材業労災防止協会岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

高山市新宮町112-7（県森連飛騨林産物共販所）

林材業労災防止協会岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

郡上市八幡町島谷207-1
（郡上市総合文化センター）予定

林材業労災防止協会岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

林材業労災防止協会岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

11日（学科）岐阜市六条江東2-5-6（ぎふ森林文化センター）
12日（実技）関市倉知字物見山（県森連岐阜林産物共販所）

25日（学科）岐阜市六条江東2-5-6（ぎふ森林文化センター）
26日（実技）関市洞戸地内山林（予定）

刈払機取扱作業者
安全衛生教育

伐木・チェーンソー
作業従事者
特別教育

刈払機取扱作業者
安全衛生教育

伐木・チェーンソー
作業従事者
特別教育

走行集材機械の
運転業務
特別教育

「森林のたより」編集委員　曽我部 利幸
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市況

木 材 用 語 一 口 メ モ

外材市況（ 3月期）

樹　種 樹　種規　　格 価格 規　　格 価格

米　松
SSタイプ

コースト（目荒）

米　栂
米ひば

ヘム（アラスカ産）

ポール

299

310

306

324
日刊木材新聞調べ 名古屋標準相場（径級は30㎝上、米松コーストのみ大阪相場）

※日刊木材新聞調べ（名古屋標準相場　全てKD材）

（単位：円）

1㎥当り（価格単価：100円）

単位：円（1㎥当たり）

製品卸売標準価格（3月期）

（本（枚）単価）樹種

ス 

ギ

ヒ
ノ
キ

集
成
材

Ｗ
ウ
ッ
ド

用途

柱

間柱

土台

柱

柱

前月
比較等級

長 巾 高

寸法（mm） m3当り
価　格

3000

3000

4000

3000

3000

6000

3000

3000

65,000

65,000

65,000

60,000

65,000

120,000

61,000

61,000

→

→

→

→

→

→

→

→

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

105

105

105

120

120

120

105

120

105

30

105

120

120

120

105

120

１等

１等

特等

特等

特等

国産５層

国産５層

（東濃桧）
特等

木材市況　県森連　岐阜・飛騨・東濃林産物共販所

　スギ良材、ヒノキ良材とも価格は上向き。並材も含め入札は活発。なか
でも、スギ元木良材、中目30cm以上は継続して強含み。ヒノキ２ｍ元木直
材30cm以上強含み。スギは３ｍ柱、ヒノキは４ｍ土台取りの需要が旺盛。
並材販売は納材規格を遵守ください。合板向けスギ４ｍ特に不足。ヒノキ2
ｍ元曲がりは合板向け造材が有利。製紙パルプ向け針葉樹、岐阜共販所ト
ラックスケールにて受付しております。（岐阜）

　ヒノキ、スギとも3ｍ、4ｍ並材は、応札も多く良好で推移。合板向けスギ
4ｍ不足。広葉樹良材は相変わらず人気でナラ、ホウ、サクラ、ミズメ、マク
ルミが強気でナラ薪材が人気である。（飛騨）

　全般的に横ばいで推移。 ヒノキ元木、良材（高齢材及び枝打材など（特
殊材））２ｍ、３ｍ、４ｍには応札多く横ばいか若干高値。ヒノキ並材は３ｍ、
４ｍとも（16～28㎝）横ばい、６ｍ（16～20cm）需要減。スギは全般的に
品薄、４ｍ元木、良材は応札も多くやや高値、二番玉並材は３ｍ、４ｍとも

（16～28㎝）横ばい。枝虫材等、欠点材は売りにくい。造材（玉切り）は、
元株の処理・余尺及び段切り・斜め切り等ないよう出材をお願いします。

（東濃）　

【商況】

木 材 市 場

2,150

614

2,867

2,592

2,808

10,368

2,000

2,630

「はえ」は、原木を積んだ一単位の山のことで、漢字で書くと「掽」。「はい」とも
読みます。原木市場が丸太の売り主である素材生産業者から、土場に原木を並
べる際に徴収する手数料を、「はえ積み手数料」といいます。

はえ積み

（参考）日刊木材新聞社　木材・建築用語辞典

回　　数
共販所名 長さ 径 平均値 高値 備考樹種

第1689回

4月9日

4月10日

4月11日

岐
阜
共
販
所

第1265回

飛
騨
共
販
所

す
　
ぎ

ひ
の
き

す
ぎ

ひ
の
き

ひ
め
こ
くり

す
ぎ

ひ
の
き

ま
つ

ま
つ

16～18㎝
16～18㎝
20～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
16～18㎝
20㎝以上
16～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
16～18㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
20～22㎝
30㎝以上
16～20㎝
24～28㎝
30㎝以上
24～28㎝
30㎝以上
30㎝以上
24㎝以上
16～20㎝
22～28㎝

30㎝以上元
16～20㎝
22～28㎝

30㎝以上元
13㎝以下
22～28㎝

30㎝以上元
18～20㎝

22～28㎝梁
30㎝以上元

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ
3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

4ｍ

5ｍ
4ｍ
3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

単価は直材

価格、但し

平均値は並

材二番玉価

格

－
－
－

19,100
20,600
－
－
－
－
－
－
－
－
－

16,500
－
－
－
－
－
－
－

18,900
20,900
45,000
13,400
16,000
18,000
27,000
26,000

240,000
－

24,000
45,000

120,000
－
－

12,500
11,500
13,800
13,000
11,200
13,000
17,500
13,500
17,800
16,000
14,500
22,000
12,000
11,500
11,000
17,000
16,000
15,000
22,000
8,500
8,500

12,000
13,000
－

18,000
12,800
13,000
13,800
17,600
15,000
18,800
9,000

16,000
19,500
25,000
7,000
9,000

第1595回

東
濃
共
販
所
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